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カリキュラムマップとは、授業科目と教育目標の関係を示した表のことで、ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与
の方針）に基づき、各科目が卒業するまでに身につける能力のどの項目と関連するのかを示しています。

このカリキュラムマップにより、学修内容の順次性や科目間の関連性が一目でわかり、自らの学修内容を容易に把握する
ことができます。

カリキュラムマップの授業科目には科目ナンバーが付いています。これを科目ナンバリングと言います。
科目ナンバリングは授業科目に適切な番号を付与し分類することで、学修の段階や順序等を表し、カリキュラムの体系性

を明示する仕組みで学生が科目の水準や専門性に応じて適切な授業科目を選択し、受講する手助けとなります。また、分野
の３桁は全学共通のコードであるため他学部や他学科の科目を履修する際に、学びたい分野を探し体系的に履修するための
１つのツールとして活用することができます。

カリキュラムマップ（科目ナンバリング）
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カリキュラムマップ（科目ナンバリング）

1  科目ナンバリングの構成について

本学の科目ナンバリングは、以下の英数字９桁にて表します。

①
学科 － ②

学年 － ③
必 / 選 － ④

方法 － ⑤
分野 － ⑥

連番

B － １ － ３ － １ － １ ３ ５ － ０ １
（例）「文学Ⅰ」の科目ナンバー　B131‐ 135‐ 01

①�教養教育科目の ⑤文学一般関連分野の科目で ⑥１番目、授業は ②大学１年次レベル・③選択科目・④講義
形式で授業を行う。

【ナンバリングの項目とコード】
①� 科目の設置学科（英字１文字）	  

学科学籍番号に表示のアルファベットが各学科の記号

R	：宗教文化学科 H	：歴史学科 K	：英語英米文化学科
N	：日本文化学科 V	：グローバル英語学科 C	：商学科
M	：経営学科 E	：経済学科 J	：法律学科
W	：現代社会法学科 G	：総合政策学科 P	：心理学科
Z	：健康科学科 X	：健康栄養学科 A	：医療薬学科
D	：歯学科 B	：教養教育科目 L	：資格課程科目
Q	：自由選択科目

② �科目の難易度（数字１文字）	

0：大学補習レベル 1：大学１年次レベル 2：大学２年次レベル
3：大学３年次レベル 4：大学４年次レベル
5：大学５年次レベル(薬・歯) 6：大学６年次レベル(薬・歯)

③ 必修・選択の別（数字１文字）	

1：必修科目 2：選択必修科目 3：選択科目

④ 授業の方法（数字１文字）	

1：講義 2：演習 3：実験・実習 4：外国語 5：実技
6：卒業論文 7：臨床実習 8：認定 9：その他

⑤ 科目分野（英数字３文字）
「科目ナンバリング分野一覧」を参照

⑥ 科目認識番号（英数字２文字）
科目分野の下に割り当て、学部学科独自の方法にて表示します。
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カリキュラムマップ（科目ナンバリング）

コード 分    野
111 哲学、論理学および倫理学関連
112 中国哲学、印度哲学および仏教学関連
113 宗教学関連
114 思想史関連
115 美学および芸術論関連
116 美術史関連
117 芸術実践論関連
118 科学社会学および科学技術史関連
131 日本文学関連
132 中国文学関連
133 英文学および英語圏文学関連
135 文学一般関連
136 言語学関連
137 日本語学関連
138 英語学関連
139 日本語教育関連
140 外国語教育関連
141 英語演習関連
142 通訳・翻訳関連
143 ESP関連
144 英語系資格関連
145 ドイツ語関連
146 フランス語関連
147 中国語関連
148 韓国語関連
149 スペイン語関連
161 史学一般関連
162 日本史関連
163 アジア史およびアフリカ史関連
164 イスラム圏史関連
165 ヨーロッパ史およびアメリカ史関連
166 考古学関連
167 文化財科学関連
181 地理学関連
182 人文地理学関連
183 文化人類学および民俗学関連
211 基礎法学関連
212 公法学関連
213 国際法学関連
214 社会法学関連
215 刑事法学関連
216 民事法学関連
217 新領域法学関連
221 政策学関連
222 政治学関連
223 国際関係論関連
231 理論経済学関連
232 経済学説および経済思想関連
233 経済統計関連
234 経済政策関連
235 公共経済および労働経済関連
236 金融およびファイナンス関連
237 経済史関連
238 経営学関連
239 商学関連
240 会計学関連
261 社会学関連
262 社会福祉学関連

コード 分    野
271 教育学関連
272 教育社会学関連
276 特別支援教育関連
277 教育工学関連
281 社会心理学関連
282 教育心理学関連
283 臨床心理学関連
284 実験心理学関連
285 心理学基礎関連
286 心理学展開関連
287 公認心理師および認定心理士関連
323 数学基礎関連
388 食品科学関連
411 食料農業経済関連
420 自然科学基礎関連
423 動物生命科学関連
445 動物生理化学、生理学および行動学関連
451 遺伝学関連
454 生態学および環境学関連
471 薬系化学および創薬科学関連
474 薬理学関連
481 解剖学関連
482 生理学関連
492 人体病理学関連
495 細菌学関連
503 医学一般関連
511 基盤脳科学関連
512 認知脳科学関連
513 病態神経科学関連
521 内科学一般関連
522 神経内科学関連
523 精神神経科学関連
525 胎児医学および小児成育学関連
531 消化器内科学関連
556 救急医学関連
565 耳鼻咽喉科学関連
567 形成外科学関連
571 常態系口腔科学関連
576 外科系歯学関連
578 社会系歯学関連
582 衛生学および公衆衛生学分野関連：実験系を含む
583 衛生学および公衆衛生学分野関連：実験系を含まない
585 基礎看護学関連
586 臨床看護学関連
587 生涯発達看護学関連
591 リハビリテーション科学関連
592 スポーツ科学関連
593 体育および身体教育学関連
594 栄養学および健康科学関連
601 情報学基礎論関連
602 数理情報学関連
603 統計科学関連
605 ソフトウェア関連
606 情報ネットワーク関連
607 情報セキュリティ関連
608 データベース関連
611 知覚情報処理関連
612 ヒューマンインタフェースおよびインタラクション関連

コード 分    野
613 知能情報学関連
621 生命、健康および医療情報学関連
622 ウェブ情報学およびサービス情報学関連
634 環境影響評価関連
644 自然共生システム関連
646 環境政策および環境配慮型社会関連
737 プランニング関連
738 社会システム工学関連
772 分析化学関連
801 地域研究関連
802 アメリカ領域関連
803 イギリス領域関連
804 英語圏領域関連
811 観光学関連
821 ジェンダー関連
841 演習（基礎）関連
842 演習（専門）関連
843 演習（外書）関連
845 卒業論文関連
851 学外実習関連
852 学外研修関連
861 キャリア教育関連
901 デザイン学関連
902 図書館情報学および人文社会情報学関連

2  科目ナンバリング分野一覧
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認

定
・

学
位

授
与

の
方

針
）に

基
づ

き
、

各
科

目
が

卒
業

す
る

ま
で

に
身

に
つ

け
る

能
力

の
ど

の
項

目
と

関
連

す
る

か
を

示
し

て
い

ま
す

。
こ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

に
よ

り
、

学
修

内
容

の
順

次
性

や
科

目
間

の
関

連
性

が
一

目
で

わ
か

り
、

自
ら

の
学

修
内

容
を

容
易

に
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

教
養

セ
ミ

ナ
ー

「
学

問
の

発
見

」Ⅳ

B
23

2-
84

1-
04

「
教

養
セ

ミ
ナ

ー
Ⅰ

･Ⅱ
」の

発
展

系
の

授
業

と
し

て「
学

問
の

発
見

」を
よ

り
深

く
考

え
る

科
目

で
あ

り
、

各
担

当
教

員

の
専

門
性

を
活

か
し

た
形

で
の

授
業

と

し
て

少
人

数
の

セ
ミ

ナ
ー

形
式

で
授

業

が
行

わ
れ

る
。

各
担

当
教

員
に

よ
る

幅
広

い
分

野
の

専

門
性

を
活

か
し

た
科

目
と

し
て

、
学

問

に
対

す
る

好
奇

心
や

探
究

心
な

ど
を

よ

り
一

層
高

め
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎
◎

◎

心
理

学
Ⅰ

B
13

1-
28

5-
01

心
理

学
は

、
心

の
営

み
を

科
学

的
に

解

明
し

よ
う

と
す

る
学

問
分

野
で

、
認

知
、

生
理

、
発

達
、

教
育

、
社

会
、

臨

床
な

ど
様

々
な

領
域

か
ら

成
り

立
っ

て

い
る

。
各

領
域

の
代

表
的

な
知

見
に

触

れ
な

が
ら

、
基

本
的

な
心

の
仕

組
み

と

働
き

を
学

ぶ
。

様
々

な
実

証
的

研
究

知
見

に
基

づ
き

、

心
の

仕
組

み
や

働
き

を
理

解
し

、
自

己

の
心

の
働

き
や

行
動

に
つ

い
て

内
省

し

た
り

、
自

己
や

他
者

の
心

の
働

き
に

関

心
を

向
け

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

良

好
な

人
間

関
係

を
構

築
で

き
る

よ
う

に

な
る

こ
と

。

◎
◎

心
理

学
Ⅱ

B
13

1-
28

5-
02

心
理

学
は

、
心

の
営

み
を

科
学

的
に

解

明
し

よ
う

と
す

る
学

問
分

野
で

、
認

知
、

生
理

、
発

達
、

教
育

、
社

会
、

臨

床
な

ど
様

々
な

領
域

か
ら

成
り

立
っ

て

い
る

。
各

領
域

の
代

表
的

な
知

見
に

触

れ
な

が
ら

、
基

本
的

な
心

の
仕

組
み

と

働
き

を
学

ぶ
。

様
々

な
実

証
的

研
究

知
見

に
基

づ
き

、

心
の

仕
組

み
や

働
き

を
理

解
し

、
自

己

の
心

の
働

き
や

行
動

に
つ

い
て

内
省

し

た
り

、
自

己
や

他
者

の
心

の
働

き
に

関

心
を

向
け

た
り

す
る

こ
と

に
よ

り
、

良

好
な

人
間

関
係

を
構

築
で

き
る

よ
う

に

な
る

こ
と

。

◎
◎

哲
学

Ⅰ

B
13

1-
11

1-
01

哲
学

史
、

倫
理

学
、

社
会

哲
学

、
科

学

哲
学

、
等

々
、

哲
学

と
い

う
広

範
な

学

問
領

域
の

中
か

ら
分

野
を

絞
り

込
ん

で

概
説

す
る

。
各

々
の

分
野

を
通

し
て

、

哲
学

と
い

う
学

問
一

般
に

特
徴

的
な

思

考
様

式
や

方
法

論
の

理
解

・
習

得
を

目

指
す

。

言
葉

＝
ロ

ゴ
ス

に
よ

る
説

得
と

い
う

哲

学
的

な
思

考
様

式
の

特
徴

を
理

解
す

る

と
同

時
に

、
そ

の
思

考
様

式
を

身
の

周

り
の

具
体

的
な

問
題

に
適

応
で

き
る

応

用
力

を
養

う
。

◎
◎

◎
◎

哲
学

Ⅱ

B
13

1-
11

1-
02

哲
学

史
、

倫
理

学
、

社
会

哲
学

、
科

学

哲
学

、
等

々
、

哲
学

と
い

う
広

範
な

学

問
領

域
の

中
か

ら
分

野
を

絞
り

込
ん

で

概
説

す
る

。
各

々
の

分
野

を
通

し
て

、

哲
学

と
い

う
学

問
一

般
に

特
徴

的
な

思

考
様

式
や

方
法

論
の

理
解

・
習

得
を

目

指
す

。

言
葉

＝
ロ

ゴ
ス

に
よ

る
説

得
と

い
う

哲

学
的

な
思

考
様

式
の

特
徴

を
理

解
す

る

と
同

時
に

、
そ

の
思

考
様

式
を

身
の

周

り
の

具
体

的
な

問
題

に
適

応
で

き
る

応

用
力

を
養

う
。

◎
◎

◎
◎
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済

学
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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

論
理

学
Ⅰ

B
13

1-
11

1-
11

現
代

記
号

論
理

学
を

中
心

に
、

命
題

論

理
と

述
語

論
理

の
基

礎
を

学
ぶ

と
同

時

に
、

そ
れ

を
一

つ
の

素
地

に
し

て
形

成

さ
れ

た
言

語
哲

学
や

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・

シ
ン

キ
ン

グ
と

い
っ

た
、

発
展

的
・

実

践
的

分
野

に
つ

い
て

も
一

定
の

理
解

を

得
る

。

命
題

論
理

と
述

語
論

理
の

基
本

と
な

る

考
え

方
を

学
ん

で
、

人
間

の
思

考
に

お

け
る

論
理

の
役

割
を

理
解

す
る

と
同

時

に
、

問
題

演
習

等
を

通
し

て
論

理
的

な

推
論

実
践

の
技

術
を

磨
く

。

◎

論
理

学
Ⅱ

B
13

1-
11

1-
12

現
代

記
号

論
理

学
を

中
心

に
、

命
題

論

理
と

述
語

論
理

の
基

礎
を

学
ぶ

と
同

時

に
、

そ
れ

を
一

つ
の

素
地

に
し

て
形

成

さ
れ

た
言

語
哲

学
や

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・

シ
ン

キ
ン

グ
と

い
っ

た
、

発
展

的
・

実

践
的

分
野

に
つ

い
て

も
一

定
の

理
解

を

得
る

。

命
題

論
理

と
述

語
論

理
の

基
本

と
な

る

考
え

方
を

学
ん

で
、

人
間

の
思

考
に

お

け
る

論
理

の
役

割
を

理
解

す
る

と
同

時

に
、

問
題

演
習

等
を

通
し

て
論

理
的

な

推
論

実
践

の
技

術
を

磨
く

。

◎

文
学

Ⅰ

B
13

1-
13

5-
01

日
本

語
・

日
本

文
学

に
つ

い
て

歴
史

的
・

文
化

的
・

社
会

的
側

面
か

ら
解

説
し

、

様
々

な
言

語
事

象
の

背
後

に
あ

る
原

理

や
、

古
今

の
文

学
作

品
に

描
か

れ
て

い

る
諸

問
題

に
つ

い
て

、
受

講
生

が
新

た

な
視

点
で

理
解

で
き

る
よ

う
指

導
す

る
。

日
本

語
・

日
本

文
学

に
関

す
る

基
礎

学

力
、

日
本

文
化

を
は

じ
め

と
す

る
多

様

な
も

の
ご

と
を

論
理

的
に

分
析

す
る

力
、

多
様

な
文

化
及

び
価

値
観

に
つ

い

て
自

発
的

に
課

題
を

立
て

て
考

え
る

力
、を

修
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎

文
学

Ⅱ

B
13

1-
13

5-
02

日
本

語
・

日
本

文
学

に
つ

い
て

歴
史

的
・

文
化

的
・

社
会

的
側

面
か

ら
解

説
し

、

様
々

な
言

語
事

象
の

背
後

に
あ

る
原

理

や
、

古
今

の
文

学
作

品
に

描
か

れ
て

い

る
諸

問
題

に
つ

い
て

、
受

講
生

が
新

た

な
視

点
で

理
解

で
き

る
よ

う
指

導
す

る
。

日
本

語
・

日
本

文
学

に
関

す
る

基
礎

学

力
、

日
本

文
化

を
は

じ
め

と
す

る
多

様

な
も

の
ご

と
を

論
理

的
に

分
析

す
る

力
、

多
様

な
文

化
及

び
価

値
観

に
つ

い

て
自

発
的

に
課

題
を

立
て

て
考

え
る

力
、を

修
得

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎

美
術

Ⅰ

B
13

1-
11

6-
01

美
術

の
歴

史
、

人
物

、
環

境
等

を
通

し

現
代

社
会

の
美

術
の

見
方

、
考

え
方

を

学
び

美
術

の
基

本
姿

勢
を

修
得

さ
せ

て

い
く

。

美
術

の
基

本
的

な
姿

勢
や

見
方

を
修

得

す
る

。
個

々
の

美
術

観
を

築
き

表
現

法

を
見

い
出

し
て

い
く

。

◎

美
術

Ⅱ

B
13

1-
11

6-
02

美
術

の
基

本
理

念
に

基
づ

き
多

様
に

広

が
る

美
術

事
情

を
探

り
自

己
の

美
意

識

を
広

げ
表

現
力

を
高

め
て

い
く

。

美
術

の
理

念
を

深
め

自
己

の
造

形
に

表

現
力

を
加

え
、

美
術

の
基

礎
の

確
立

を

計
る

。

◎

法
学

Ⅰ

B
13

1-
21

1-
01

法
学

全
般

の
基

礎
、

及
び

憲
法

の
基

礎

に
つ

い
て

講
義

す
る

。

法
学

全
般

に
通

じ
る

基
本

原
理

、
及

び

憲
法

の
基

本
原

理
を

理
解

す
る

。
◎

◎

法
学

Ⅱ

B
13

1-
21

1-
02

民
法

の
基

礎
に

つ
い

て
講

義
す

る
。

民
法

の
基

本
原

理
を

理
解

す
る

。
◎

◎
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カ

リ
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ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

政
治

学
Ⅰ

B
13

1-
22

2-
01

民
主

主
義

・
自

由
主

義
な

ど
の

原
理

、

執
政

制
度

・
選

挙
制

度
な

ど
の

政
治

制

度
を

学
ぶ

。

政
治

の
基

本
的

原
理

や
制

度
を

理
解

す

る
。

◎
◎

政
治

学
Ⅱ

B
13

1-
22

2-
02

日
米

英
独

仏
な

ど
各

国
の

政
治

を
比

較

し
て

学
ぶ

。
国

際
政

治
の

仕
組

み
に

つ

い
て

学
ぶ

。

各
国

政
治

お
よ

び
国

際
政

治
の

基
本

を

理
解

す
る

。
◎

◎

社
会

学
Ⅰ

B
13

1-
26

1-
01

本
講

義
は

、
具

体
例

を
挙

げ
な

が
ら

、

社
会

学
が

考
え

て
き

た
こ

と
、

明
ら

か

に
し

て
き

た
こ

と
を

確
認

し
、

社
会

学

の
概

念
や

方
法

を
理

解
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、そ
れ

ら
の

知
識

を
用

い
て

、

現
代

社
会

の
諸

課
題

に
つ

い
て

も
考

え

ま
す

。

社
会

学
の「

問
い

」、
「

概
念

」、
「

方
法

」

を
理

解
す

る
こ

と
。

そ
し

て
、

社
会

学

的
思

考
を

用
い

て
、

自
ら

現
代

社
会

の

諸
課

題
の

様
相

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

◎
◎

社
会

学
Ⅱ

B
13

1-
26

1-
02

本
講

義
は

、
社

会
階

層
、

文
化

集
団

、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

等
を

取
り

上
げ

、
社

会

学
的

な
視

点
か

ら
そ

れ
ら

の
集

団
の

特

徴
を

理
解

し
て

い
き

ま
す

。
そ

し
て

各

集
団

と
現

代
社

会
の

諸
課

題
の

関
連

に

つ
い

て
も

考
え

て
い

き
ま

す
。

各
集

団
の

特
徴

を
理

解
す

る
こ

と
。

そ

し
て

、
現

代
社

会
の

諸
課

題
が

各
集

団

の
な

か
で

な
ぜ

発
生

し
、

ど
の

よ
う

に

顕
在

化
し

て
い

く
の

か
に

つ
い

て
説

明

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

。

◎
◎

教
育

学
Ⅰ

B
13

1-
27

1-
01

教
育

学
は

、
人

が
よ

り
よ

く
生

き
る

た

め
に

欠
か

せ
な

い「
教

育
」を

対
象

と
す

る
学

問
で

あ
る

。
そ

の
特

徴
は

哲
学

、

歴
史

学
、

社
会

学
、

行
政

学
な

ど
の

学

問
を

基
礎

と
し

た
学

際
的

な
性

格
に

あ

り
、

本
授

業
で

は
教

育
を

様
々

な
角

度

か
ら

考
察

す
る

。

教
育

学
の

基
礎

的
知

識
や

概
念

を
理

解

で
き

る
と

と
も

に
、

そ
の

基
礎

知
識

や

概
念

を
利

活
用

し
て

現
代

の
教

育
状

況

に
つ

い
て

多
面

的
に

考
察

で
き

、
さ

ら

に
自

ら
が

社
会

の
形

成
者

と
し

て
教

育

に
つ

い
て

の
意

見
を

持
つ

こ
と

が
で

き

る
こ

と
を

目
指

す
。

◎
◎

教
育

学
Ⅱ

B
13

1-
27

1-
02

教
育

学
は

、
人

が
よ

り
よ

く
生

き
る

た

め
に

欠
か

せ
な

い「
教

育
」を

対
象

と
す

る
学

問
で

あ
る

。
そ

の
特

徴
は

哲
学

、

歴
史

学
、

社
会

学
、

行
政

学
な

ど
の

学

問
を

基
礎

と
し

た
学

際
的

な
性

格
に

あ

り
、

本
授

業
で

は
教

育
を

様
々

な
角

度

か
ら

考
察

す
る

。

教
育

学
の

基
礎

的
知

識
や

概
念

を
理

解

で
き

る
と

と
も

に
、

そ
の

基
礎

知
識

や

概
念

を
利

活
用

し
て

現
代

の
教

育
状

況

に
つ

い
て

多
面

的
に

考
察

で
き

、
さ

ら

に
自

ら
が

社
会

の
形

成
者

と
し

て
教

育

に
つ

い
て

の
意

見
を

持
つ

こ
と

が
で

き

る
こ

と
を

目
指

す
。

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

歴
史

学
Ⅰ

B
13

1-
16

1-
01

文
献

資
料

や
映

像
資

料
を

駆
使

し
て

、

日
本

及
び

外
国

の
歴

史
に

関
す

る
講

義

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
受

講
生

に
対

し

て
、

授
業

内
で

は
講

義
内

容
に

関
す

る

感
想

を
書

か
せ

た
り

、
定

期
試

験
で

は

主
に

論
述

問
題

を
課

し
た

り
し

て
い

る
。

歴
史

に
お

け
る

文
化

の
形

成
を

広
い

視

野
に

立
っ

て
考

察
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

歴
史

的
思

考
力

を
培

い
、

日
本

や

外
国

の
成

立
の

歴
史

的
過

程
と

特
質

を

把
握

さ
せ

て
、

近
代

市
民

と
し

て
の

自

覚
を

深
め

る
。

◎
◎

◎

歴
史

学
Ⅱ

B
13

1-
16

1-
02

文
献

資
料

や
映

像
資

料
を

駆
使

し
て

、

日
本

及
び

外
国

の
歴

史
に

関
す

る
講

義

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
受

講
生

に
対

し

て
、

授
業

内
で

は
講

義
内

容
に

関
す

る

感
想

を
書

か
せ

た
り

、
定

期
試

験
で

は

主
に

論
述

問
題

を
課

し
た

り
し

て
い

る
。

歴
史

に
お

け
る

文
化

の
形

成
を

広
い

視

野
に

立
っ

て
考

察
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

歴
史

的
思

考
力

を
培

い
、

日
本

や

外
国

の
成

立
の

歴
史

的
過

程
と

特
質

を

把
握

さ
せ

て
、

近
代

市
民

と
し

て
の

自

覚
を

深
め

る
。

◎
◎

◎

地
理

学
Ⅰ

B
13

1-
18

1-
01

地
理

学
の

基
礎

的
な

知
識

を
、

国
内

外

の
社

会
の

中
に

み
ら

れ
る

具
体

的
な

実

例
を

挙
げ

な
が

ら
紹

介
す

る
。

社
会

や

自
然

を
構

成
す

る
多

様
な

要
素

を
取

り

上
げ

、
そ

れ
ら

の
相

互
関

係
や

、
分

布

の
差

異
を

示
す

こ
と

で
、

地
理

学
的

な

も
の

の
と

ら
え

方
を

身
に

着
け

る
。

社
会

の
中

に
み

ら
れ

る
諸

現
象

を
地

理

学
的

な
観

点
か

ら
説

明
す

る
こ

と
が

で

き
る

。
世

界
あ

る
い

は
日

本
の

中
に

み

ら
れ

る
多

様
性

と
地

域
性

に
つ

い
て

理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎

地
理

学
Ⅱ

B
13

1-
18

1-
02

地
理

学
が

扱
う

多
様

な
課

題
の

中
か

ら

特
定

の
も

の
を

取
り

上
げ

、
そ

の
問

題

を
関

連
す

る
事

象
と

と
も

に
追

究
す

る
。

こ
の

こ
と

に
よ

っ
て

、
取

り
上

げ

る
課

題
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

と

と
も

に
、

地
理

学
的

な
も

の
の

と
ら

え

方
に

つ
い

て
も

深
化

さ
せ

る
。

取
り

上
げ

る
地

理
学

的
課

題
に

つ
い

て

の
基

礎
的

な
知

識
事

項
を

述
べ

る
こ

と

が
で

き
る

。
取

り
上

げ
る

地
理

学
的

課

題
を

通
じ

て
、

世
界

・
日

本
の

社
会

・
自

然
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

論
理

的
な

考

察
が

行
え

る
よ

う
に

な
る

。

◎

数
学

Ⅰ

B
13

1-
32

3-
01

数
学

の
問

題
を

解
く

こ
と

を
通

し
て

、

数
学

的
な

手
法

と
論

理
的

思
考

を
学

ぶ
。

社
会

で
生

き
て

い
く

上
で

必
要

な
数

学

的
手

法
と

論
理

的
思

考
の

習
得

を
到

達

目
標

と
す

る
。

◎
◎

数
学

Ⅱ

B
13

1-
32

3-
02

数
学

の
問

題
を

解
く

こ
と

を
通

し
て

、

よ
り

進
ん

だ
数

学
的

な
手

法
と

論
理

的

思
考

を
学

ぶ
。

社
会

で
生

き
て

い
く

上
で

必
要

な
、

よ

り
進

ん
だ

数
学

的
手

法
と

論
理

的
思

考

の
習

得
を

到
達

目
標

と
す

る
。

◎
◎

統
計

学
Ⅰ

B
13

1-
60

3-
01

統
計

の
問

題
を

解
く

こ
と

を
通

し
て

、

統
計

的
な

手
法

と
統

計
的

な
論

理
的

思

考
を

学
ぶ

。

社
会

生
活

に
役

立
つ

統
計

的
手

法
と

統

計
的

な
論

理
的

思
考

の
習

得
を

到
達

目

標
と

す
る

。

◎
◎

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

統
計

学
Ⅱ

B
13

1-
60

3-
02

統
計

の
問

題
を

解
く

こ
と

を
通

し
て

、

よ
り

進
ん

だ
統

計
的

な
手

法
と

統
計

的

な
論

理
的

思
考

を
学

ぶ
。

社
会

生
活

に
役

立
つ

、
よ

り
進

ん
だ

統

計
的

手
法

と
統

計
的

な
論

理
的

思
考

の

習
得

を
到

達
目

標
と

す
る

。

◎
◎

◎

物
理

学
Ⅰ

B
13

1-
42

0-
01

身
近

な
現

象
を

題
材

に
し

て
、

生
活

や

社
会

に
密

接
に

関
わ

っ
て

い
る「

物
理

」

を
学

ぶ
。

な
ぜ

？
と

い
う

疑
問

を
持

ち
、

そ
れ

を

解
決

す
る

た
め

に
論

理
的

に
考

え
る

力

を
身

に
つ

け
る

。

◎
◎

物
理

学
Ⅱ

B
13

1-
42

0-
02

身
近

な
現

象
を

題
材

に
し

て
、

生
活

や

社
会

に
密

接
に

関
わ

っ
て

い
る「

物
理

」

を
学

ぶ
。

な
ぜ

？
と

い
う

疑
問

を
持

ち
、

そ
れ

を

解
決

す
る

た
め

に
論

理
的

に
考

え
る

力

を
身

に
つ

け
る

。

◎
◎

化
学

Ⅰ

B
13

1-
42

0-
11

化
学

の
基

礎
を

学
び

な
が

ら
、

日
常

生

活
に

関
わ

る
身

の
回

り
の

物
質

を
化

学

的
立

場
か

ら
捉

え
、

化
学

が
果

た
し

て

い
る

役
割

を
考

え
ま

す
。「

な
ぜ

こ
う

な
る

の
？

」と
い

っ
た

好
奇

心
か

ら
出

発
し

て
、化

学
の

面
白

さ
を

伝
え

ま
す

。

素
朴

な
疑

問
を

も
と

に
、

文
系

の
学

生

に
と

っ
て

の
化

学
に

対
す

る
苦

手
意

識

を
軽

減
し

ま
す

。
化

学
的

な
モ

ノ
の

考

え
方

を
修

得
し

、
科

学
リ

テ
ラ

シ
ー

や

論
理

的
思

考
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を

目
標

と
し

ま
す

。

◎
◎

化
学

Ⅱ

B
13

1-
42

0-
12

化
学

の
基

礎
を

学
び

な
が

ら
、

日
常

生

活
に

関
わ

る
身

の
回

り
の

物
質

を
化

学

的
立

場
か

ら
捉

え
、

化
学

が
果

た
し

て

い
る

役
割

を
考

え
ま

す
。「

な
ぜ

こ
う

な
る

の
？

」と
い

っ
た

好
奇

心
か

ら
出

発
し

て
、化

学
の

面
白

さ
を

伝
え

ま
す

。

素
朴

な
疑

問
を

も
と

に
、

文
系

の
学

生

に
と

っ
て

の
化

学
に

対
す

る
苦

手
意

識

を
軽

減
し

ま
す

。
化

学
的

な
モ

ノ
の

考

え
方

を
修

得
し

、
科

学
リ

テ
ラ

シ
ー

や

論
理

的
思

考
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を

目
標

と
し

ま
す

。

◎
◎

生
物

学
Ⅰ

B
13

1-
42

0-
21

身
近

な
で

き
ご

と
や

さ
ま

ざ
ま

な
社

会

問
題

と
生

物
学

の
関

わ
り

を
知

り
、

生

物
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

教
養

レ
ベ

ル
で

の
基

礎
的

知
識

と
概

念
を

学

ぶ
。

社
会

生
活

の
中

で
直

面
す

る
様

々
な

医

療
問

題
や

環
境

問
題

な
ど

を
正

し
く

理

解
し

、
ま

た
自

分
で

考
え

る
た

め
に

必

要
な

基
礎

的
な

生
物

学
的

知
識

を
身

に

つ
け

る
。

◎
◎

生
物

学
Ⅱ

B
13

1-
42

0-
22

身
近

な
で

き
ご

と
や

さ
ま

ざ
ま

な
社

会

問
題

と
生

物
学

の
関

わ
り

を
知

り
、

生

物
を

理
解

す
る

た
め

に
必

要
な

教
養

レ
ベ

ル
で

の
基

礎
的

知
識

と
概

念
を

学

ぶ
。

社
会

生
活

の
中

で
直

面
す

る
様

々
な

医

療
問

題
や

環
境

問
題

な
ど

を
正

し
く

理

解
し

、
ま

た
自

分
で

考
え

る
た

め
に

必

要
な

基
礎

的
な

生
物

学
的

知
識

を
身

に

つ
け

る
。

◎
◎

仏
教

と
現

代
社

会
Ⅰ

B
23

1-
11

2-
01

現
代

社
会

の
諸

問
題

に
関

す
る

仏
教

か

ら
の

提
言

仏
教

的
価

値
観

を
対

立
軸

と
し

て
、

現

代
社

会
の

価
値

観
や

諸
課

題
を

考
え

る

力
を

育
て

る

◎
◎

◎

仏
教

と
現

代
社

会
Ⅱ

B
23

1-
11

2-
02

現
代

社
会

の
諸

問
題

に
関

す
る

仏
教

か

ら
の

提
言

仏
教

的
価

値
観

を
対

立
軸

と
し

て
、

現

代
社

会
の

価
値

観
や

諸
課

題
を

考
え

る

力
を

育
て

る

◎
◎

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

禅
と

人
間

Ⅰ

B
23

1-
11

2-
11

禅
の

概
要

お
よ

び
禅

宗
の

特
徴

を
概

説

し
、

禅
語（

公
案

）を
通

じ
て

禅
の

思
想

を
解

説
す

る
と

と
も

に
、

坐
禅

の
実

習

に
よ

っ
て

禅
の

修
行

を
体

感
す

る

坐
禅

や
公

案
の

学
習

な
ど

の
禅

の
修

行

生
活

の
重

要
な

要
素

を
通

じ
て

、
禅

の

本
質

を
理

解
す

る

◎
◎

◎

禅
と

人
間

Ⅱ

B
23

1-
11

2-
12

中
国

お
よ

び
日

本
に

お
け

る
禅

宗
の

歴

史
や

思
想

を
概

説
し

、
禅

の
影

響
の

も

と
成

立
し

た
茶

道
・

絵
画

・
建

築
・

陶
磁

器
・

書
な

ど
の

日
本

独
自

文
化

を
解

説

す
る

。

禅
と

日
本

文
化

と
の

関
係

を
具

体
的

に

理
解

し
、

禅
に

よ
っ

て
培

わ
れ

た
日

本

独
自

の
美

意
識

や
感

性
を

体
得

す
る

◎
◎

◎

生
命

に
関

す
る

諸
問

題
Ⅰ

B
23

1-
11

8-
01

「
生

と
死

」と
い

う
解

決
し

難
い

古
来

か

ら
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

自
然

・
人

文
・

社
会

科
学

な
ど

の
多

様
な

視
点

・
観

点

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

総
合

的
に

問
題

を
捉

え
て

解
決

し
た

り
、

創
造

性
を

持
っ

て
新

た
な

課
題

を

見
い

出
し

た
り

す
る

力
を

つ
け

る
。

自

分
な

り
の「

生
命

観
」・

「
人

生
観

」・
「

死

生
観

」を
築

く
。

◎
◎

生
命

に
関

す
る

諸
問

題
Ⅱ

B
23

1-
11

8-
02

「
生

と
死

」と
い

う
解

決
し

難
い

古
来

か

ら
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

自
然

・
人

文
・

社
会

科
学

な
ど

の
多

様
な

視
点

・
観

点

か
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

総
合

的
に

問
題

を
捉

え
て

解
決

し
た

り
、

創
造

性
を

持
っ

て
新

た
な

課
題

を

見
い

出
し

た
り

す
る

力
を

つ
け

る
。

自

分
な

り
の「

生
命

観
」・

「
人

生
観

」・
「

死

生
観

」を
築

く
。

◎
◎

人
間

行
動

の
理

解
Ⅰ

B
23

1-
28

5-
01

心
理

学
で

扱
う

理
論

や
事

象
は

実
験

や

調
査

で
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

に
基

づ
い

て

い
る

。
本

講
義

で
は

、
実

際
に

実
験

を

行
い

、
仮

説
検

証
の

考
え

方
か

ら
デ

ー

タ
の

収
集

方
法

、
結

果
の

解
釈

に
至

る

ま
で

、
心

理
学

の
基

本
的

な
方

法
論

に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
。

心
の

仕
組

み
や

働
き

を
明

ら
か

に
す

る

た
め

の
様

々
な

方
法

論
を

理
解

し
た

う

え
で

、
科

学
的

な
手

続
き

と
正

確
な

デ
ー

タ
収

集
の

重
要

性
を

認
識

し
、

さ

ら
に

そ
れ

ら
を

ま
と

め
て

論
理

的
な

報

告
書

の
作

成
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ

と
。

◎
◎

◎

人
間

行
動

の
理

解
Ⅱ

B
23

1-
28

5-
02

フ
ロ

イ
ト

の
精

神
分

析
の

口
語

版
と

い

わ
れ

る「
交

流
分

析
」の

理
論

と
実

践
に

つ
い

て
学

ぶ
。

交
流

分
析

は
、

パ
ー

ソ

ナ
リ

テ
ィ

理
論

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
理

論
を

含
む

心
理

療
法

の
ひ

と
つ

で

あ
り

、自
己

洞
察

を
繰

り
返

す
こ

と
で

、

よ
り

良
い

人
間

関
係

と
自

己
の

生
き

方

を
築

く
こ

と
を

目
指

す
。

自
己

理
解

と
他

者
理

解
を

深
め

、
よ

り

よ
い

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

自
己

の

問
題

点
の

把
握

と
改

善
へ

つ
な

げ
る

こ

と
。

◎
◎

◎

人
間

の
尊

厳
と

平
等

Ⅰ

B
23

1-
26

1-
01

本
授

業
で

は
、

こ
れ

ま
で

に
人

間
社

会
が

形
成

し
て

き
た

人
権

に
つ

い
て

、

様
々

な
歴

史
的

事
例

や
条

文
な

ど
の

学

び
を

通
し

て
、

人
権

の
基

礎
を

習
得

す

る
。

人
権

の
成

立
過

程
や

現
代

に
お

け
る

課

題
を

学
び

、
一

人
一

人
の

人
間

性
を

尊

重
し

、
他

者
と

協
調

で
き

る
よ

う
に

な

る
。

ま
た

、
差

別
に

つ
い

て
批

判
的

精

神
を

養
う

。

◎
◎
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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

人
間

の
尊

厳
と

平
等

Ⅱ

B
23

1-
26

1-
02

本
授

業
で

は
、

社
会

福
祉

の
成

立
過

程

を
学

び
な

が
ら

、「
福

祉
国

家
」や

「
社

会
福

祉
事

業
」へ

の
理

解
を

深
め

、
社

会
福

祉
の

基
礎

を
習

得
す

る
。

社
会

福
祉

の
学

び
を

通
し

て
、

一
人

一

人
の

人
間

性
を

尊
重

し
、

多
様

な
価

値

観
を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
そ

し

て
、

自
ら

社
会

貢
献

が
積

極
的

に
可

能

に
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

◎
◎

日
本

の
文

化
と

社
会

Ⅰ

B
23

1-
16

2-
01

日
本

の
歴

史
・

文
学

・
こ

と
ば

を
中

心

に
、

人
々

が
そ

れ
ら

の
事

象
と

ど
の

よ

う
に

関
わ

っ
て

き
た

の
か

、
ど

の
よ

う

な
変

化
を

と
げ

て
き

た
の

か
、を

学
ぶ

。

科
学

的
な

探
究

の
精

神
に

基
づ

い
て

、

日
本

に
お

け
る

、
社

会
と

文
化

と
人

間

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

複
眼

の
視

座

を
涵

養
す

る
。

◎
◎

日
本

の
文

化
と

社
会

Ⅱ

B
23

1-
16

2-
02

日
本

の
歴

史
・

文
学

・
こ

と
ば

を
中

心

に
、

人
々

が
そ

れ
ら

の
事

象
と

ど
の

よ

う
に

関
わ

っ
て

き
た

の
か

、
ど

の
よ

う

な
変

化
を

と
げ

て
き

た
の

か
、を

学
ぶ

。

科
学

的
な

探
究

の
精

神
に

基
づ

い
て

、

日
本

に
お

け
る

、
社

会
と

文
化

と
人

間

に
対

す
る

理
解

を
深

め
、

複
眼

の
視

座

を
涵

養
す

る
。

◎
◎

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅰ

B
23

1-
16

3-
01

文
献

資
料

や
映

像
資

料
を

駆
使

し
て

、

中
国

の
芸

能
・

小
説

な
ど

の
伝

統
文

化
、

及
び

近
現

代
の

政
治

・
社

会
史

に
関

す

る
講

義
を

行
う

。
ま

た
定

期
試

験
な

ど

を
通

し
て

受
講

生
に

論
述

の
機

会
を

設

け
て

い
る

。

日
本

人
に

と
っ

て「
他

者
」で

あ
る

中
国

を
多

面
的

に
理

解
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

そ
の

上
で

、
筋

道
を

立
て

た
論

述

能
力

や
課

題
発

見
力

、
問

題
解

決
力

を

涵
養

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

◎
◎

ア
ジ

ア
の

文
化

と
社

会
Ⅱ

B
23

1-
16

3-
02

文
献

資
料

や
映

像
資

料
を

駆
使

し
て

、

中
国

の
芸

能
・

小
説

な
ど

の
伝

統
文

化
、

及
び

近
現

代
の

政
治

・
社

会
史

に
関

す

る
講

義
を

行
う

。
ま

た
定

期
試

験
な

ど

を
通

し
て

受
講

生
に

論
述

の
機

会
を

設

け
て

い
る

。

日
本

人
に

と
っ

て「
他

者
」で

あ
る

中
国

を
多

面
的

に
理

解
す

る
こ

と
を

目
指

す
。

そ
の

上
で

、
筋

道
を

立
て

た
論

述

能
力

や
課

題
発

見
力

、
問

題
解

決
力

を

涵
養

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

◎
◎

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

と
社

会
Ⅰ

B
23

1-
16

5-
01

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

思
想

・
文

化
の

理
解

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
の

事
例

を
学

習
す

る

こ
と

で
、

未
来

の
日

本
社

会
構

築
の

参

考
に

す
る

。

◎
◎

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

文
化

と
社

会
Ⅱ

B
23

1-
16

5-
02

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

思
想

・
文

化
の

理
解

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸

国
の

事
例

を
学

習
す

る

こ
と

で
、

未
来

の
日

本
社

会
構

築
の

参

考
に

す
る

。

◎
◎

英
語

圏
の

文
化

と
社

会
Ⅰ

B
23

1-
80

4-
01

英
語

圏
の

文
化

的
な

側
面

と
社

会
的

な

側
面

に
つ

い
て

講
義

英
語

圏
の

文
化

や
英

語
の

使
用

に
お

け

る
社

会
的

な
背

景
に

つ
い

て
理

解
で

き

る

◎
◎

英
語

圏
の

文
化

と
社

会
Ⅱ

B
23

1-
80

4-
02

英
語

圏
の

文
化

的
な

側
面

と
社

会
的

な

側
面

に
つ

い
て

講
義

英
語

圏
の

文
化

や
英

語
の

使
用

に
お

け

る
社

会
的

な
背

景
に

つ
い

て
理

解
し

て

説
明

で
き

る

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

人
間

と
環

境
Ⅰ

B
23

1-
64

6-
01

社
会

・
地

球
・

自
然

・
食

な
ど

様
々

な
角

度
か

ら
人

間
と

環
境

の
関

わ
り

に
つ

い

て
学

ん
で

ゆ
き

ま
す

。

人
間

を
と

り
ま

く
種

々
の

環
境

に
つ

い

て
の

正
し

い
知

識
を

学
び

、
玉

石
混

淆

の
情

報
か

ら
正

し
い

情
報

を
読

み
解

く

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

人
間

と
環

境
Ⅱ

B
23

1-
64

6-
02

社
会

・
地

球
・

自
然

・
食

な
ど

様
々

な
角

度
か

ら
人

間
と

環
境

の
関

わ
り

に
つ

い

て
学

ん
で

ゆ
き

ま
す

。

人
間

を
と

り
ま

く
種

々
の

環
境

に
つ

い

て
の

正
し

い
知

識
を

学
び

、
玉

石
混

淆

の
情

報
か

ら
正

し
い

情
報

を
読

み
解

く

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

情
報

と
社

会
Ⅰ

B
23

1-
62

2-
01

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
お

け
る

情
報

の

扱
い

方
と

倫
理

的
問

題
点

を
習

得
す

る
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
お

け
る

情
報

の

扱
い

方
と

倫
理

的
問

題
点

の
習

得
を

到

達
目

標
と

す
る

。

◎
◎

情
報

と
社

会
Ⅱ

B
23

1-
62

2-
02

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
お

け
る

よ
り

進

ん
だ

情
報

の
扱

い
方

と
倫

理
的

問
題

点

を
習

得
す

る
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

に
お

け
る

よ
り

進

ん
だ

情
報

の
扱

い
方

と
倫

理
的

問
題

点

の
習

得
を

到
達

目
標

と
す

る
。

◎
◎

産
業

と
科

学
Ⅰ

B
23

1-
11

8-
01

生
活

に
関

連
し

た
産

業
と

科
学

技
術

に

関
す

る
話

題
を

、
複

数
の

視
点

か
ら

多

角
的

に
分

析
し

、
解

説
す

る
。

産
業

と
科

学
技

術
に

関
す

る
知

識
を

学

び
、

そ
れ

を
生

か
し

て
生

活
に

お
け

る

諸
問

題
に

対
処

で
き

る
よ

う
な

柔
軟

な

思
考

力
を

身
に

つ
け

る
。

◎

産
業

と
科

学
Ⅱ

B
23

1-
11

8-
02

生
活

に
関

連
し

た
産

業
と

科
学

技
術

に

関
す

る
話

題
を

、
複

数
の

視
点

か
ら

多

角
的

に
分

析
し

、
解

説
す

る
。

産
業

と
科

学
技

術
に

関
す

る
知

識
を

学

び
、

そ
れ

を
生

か
し

て
生

活
に

お
け

る

諸
問

題
に

対
処

で
き

る
よ

う
な

柔
軟

な

思
考

力
を

身
に

つ
け

る
。

◎

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

概
論

Ⅰ

B
23

1-
60

5-
01

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の

課
題

を
解

く
こ

と
を

通
し

て
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
多

様
な

使
い

方
を

習
得

す

る
。

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

と

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
多

様
な

使
い

方
の

習

得
を

到
達

目
標

と
す

る
。

◎
◎

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

概
論

Ⅱ

B
23

1-
60

5-
02

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の

課
題

を
解

く
こ

と
を

通
し

て
、

よ
り

進

ん
だ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

の
多

様
な

使
い

方

を
習

得
す

る
。

よ
り

進
ん

だ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
・

プ
ロ

グ

ラ
ミ

ン
グ

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

多
様

な

使
い

方
の

習
得

を
到

達
目

標
と

す
る

。

◎
◎

健
康

の
科

学

B
23

1-
59

4-
01

健
康

や
病

気
を

理
解

す
る

た
め

の
基

礎

知
識

、
と

く
に

生
活

習
慣

と
の

関
わ

り

や
疾

病
予

防
の

重
要

性
に

つ
い

て
解

説

す
る

。

健
康

的
な

生
活

を
送

る
た

め
の

基
礎

知

識
を

身
に

つ
け

、
日

常
生

活
の

中
で

実

践
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

と

す
る

。

◎

英
語

Ⅰ
a

B
11

4-
14

1-
01

英
語

の
リ

ス
ニ

ン
グ

と
英

会
話

を
中

心

と
し

た
授

業

基
礎

的
な

英
語

表
現

の
聞

き
取

り
と

基

礎
的

な
会

話
表

現
が

で
き

る
◎

英
語

Ⅱ
a

B
11

4-
14

1-
02

英
語

の
リ

ス
ニ

ン
グ

と
英

会
話

を
中

心

と
し

た
授

業

少
し

発
展

的
な

英
語

表
現

の
聞

き
取

り

と
会

話
表

現
が

で
き

る
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

英
語

Ⅰ
b

B
11

4-
14

1-
03

英
語

の
読

解
を

中
心

と
し

た
総

合
演

習
基

礎
的

な
英

文
を

読
ん

で
内

容
が

理
解

で
き

る
◎

英
語

Ⅱ
b

B
11

4-
14

1-
04

英
語

の
読

解
を

中
心

と
し

た
総

合
演

習
少

し
発

展
的

な
英

文
を

読
ん

で
内

容
が

理
解

で
き

る
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅰ

B
11

4-
14

5-
01

ド
イ

ツ
語

の
基

礎
力

養
成

基
本

的
な

ド
イ

ツ
語

構
造

の
理

解
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅱ

B
11

4-
14

5-
02

ド
イ

ツ
語

の
基

礎
力

養
成

基
本

的
な

ド
イ

ツ
語

構
造

の
理

解
◎

中
国

語
Ⅰ

B
11

4-
14

7-
01

発
音

の
習

得
か

ら
始

め
て

、
入

門
時

に

必
要

と
さ

れ
る

常
用

単
語

及
び

初
歩

的

な
文

型
を

学
び

、
未

習
外

国
語

で
あ

る

中
国

語
の

学
習

の
基

礎
を

固
め

る
。

常

に
双

方
向

の
授

業
を

心
が

け
、

中
国

語

運
用

能
力

の
基

礎
を

作
る

。

中
国

語
の

発
音

を
習

得
し

、
中

国
語

の

ロ
ー

マ
字

表
記

を
読

め
る

よ
う

に
す

る
。

併
せ

て
、

初
歩

的
な

常
用

単
語

及

び
初

歩
的

な
文

型
を

習
得

し
、

簡
単

な

中
国

語
を

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

◎

中
国

語
Ⅱ

B
11

4-
14

7-
02

中
国

語
Ⅰ

で
学

ん
だ

中
国

語
の

基
礎

の

上
に

さ
ら

に
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
目

指

す
。

発
音

の
習

熟
度

を
よ

り
高

め
、

語

彙
及

び
理

解
で

き
、

か
つ

使
用

で
き

る

文
型

を
増

や
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
中

国

語
の

運
用

能
力

を
高

め
る

。

中
国

語
の

発
音

を
よ

り
確

実
な

も
の

に

し
、

よ
り

多
く

の
常

用
語

彙
、

重
要

文

型
を

学
び

、
中

国
語

の
構

造
に

対
す

る

理
解

を
深

め
、

初
歩

的
な

中
国

語
運

用

能
力

を
身

に
つ

け
る

よ
う

に
す

る
。

◎

韓
国

語
Ⅰ

B
11

4-
14

8-
01

初
め

て
学

ぶ
人

を
対

象
に

韓
国

語
に

関

す
る

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る

科
目

で
あ

る
。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音

を
始

め
と

し
、

日
常

生
活

で
使

え
る

簡

単
な

会
話

を
学

習
す

る
こ

と
と

す
る

。

「
読

む
､

書
く

、
聞

く
、

話
す

」の
4機

能
を

総
合

的
に

学
習

し
、

そ
れ

を
通

じ

て
朝

鮮
半

島
の

歴
史

、
社

会
、

文
化

、

思
想

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

韓
国

語

の
基

本
的

な
構

造
に

つ
い

て
理

解
す

る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎

韓
国

語
Ⅱ

B
11

4-
14

8-
02

初
め

て
学

ぶ
人

を
対

象
に

韓
国

語
に

関

す
る

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る

科
目

で
あ

る
。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音

を
始

め
と

し
、

日
常

生
活

で
使

え
る

簡

単
な

会
話

を
学

習
す

る
こ

と
と

す
る

。

「
読

む
､

書
く

、
聞

く
、

話
す

」の
4機

能
を

総
合

的
に

学
習

し
、

そ
れ

を
通

じ

て
朝

鮮
半

島
の

歴
史

、
社

会
、

文
化

、

思
想

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
、

韓
国

語

の
基

本
的

な
構

造
に

つ
い

て
理

解
す

る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

B
11

4-
14

9-
01

綴
り

や
発

音
の

ル
ー

ル
、

文
章

の
基

本

的
な

構
成

を
学

ぶ
。

正
確

な
発

音
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

挨
拶

、
簡

単
な

自
己

紹
介

、
日

常
の

動

作
を

表
現

し
、

簡
単

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
よ

う
に

な
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ

B
11

4-
14

9-
02

好
き

な
も

の
や

好
き

な
こ

と
、

日
課

や

今
後

の
予

定
、

天
候

と
い

っ
た

よ
り

高

度
な

表
現

を
学

ぶ
。

ス
ペ

イ
ン

語
の

音
や

文
章

構
造

に
慣

れ
、

さ
ら

に
豊

か
な

表
現

が
で

き
る

よ

う
に

な
る

。
ま

た
、

目
的

語
の

代
名

詞

を
使

っ
て

よ
り

コ
ン

パ
ク

ト
な

文
章

を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

ド
イ

ツ
文

化
事

情

B
12

4-
14

5-
61

ド
イ

ツ
語

圏
の

国
々

の
思

想
・

文
化

・
社

会
の

探
究

「
ド

イ
ツ

」か
ら

今
後

の
日

本
社

会
に

優

位
な

考
え

方
を

学
び

取
る

◎
◎

中
国

文
化

事
情

B
12

4-
14

7-
61

映
像

等
を

用
い

、
中

国
の

歴
史

、
地

理
、

社
会

等
各

方
面

か
ら

、
中

国
語

の
背

後

に
あ

る
中

国
文

化
の

様
々

な
側

面
を

学

び
、

多
様

な
文

化
に

対
す

る
理

解
を

深

め
る

。

中
国

の
社

会
や

伝
統

文
化

に
対

す
る

知

識
を

増
や

し
、

よ
り

広
い

視
野

を
持

っ

て
、

多
様

な
文

化
、

価
値

観
が

理
解

で

き
る

よ
う

な
る

こ
と

を
目

指
す

。

◎
◎

韓
国

文
化

事
情

B
12

4-
14

8-
61

様
々

な
文

献
･視

聴
覚

資
料

を
活

用
し

、

韓
国

･朝
鮮

の
文

化
･社

会
･歴

史
な

ど

に
つ

い
て

学
ぶ

。
単

な
る

知
識

の
伝

達

で
は

な
く

、
日

本
と

の
比

較
な

ど
や

、

様
々

な
観

点
か

ら
の

観
察

･分
析

、「
韓

国
文

化
」の

全
般

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

て
い

く
。

日
常

の
様

々
な

事
柄

に
つ

い
て

客
観

的

な
立

場
か

ら
観

察
･分

析
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、

日
韓

の

文
化

比
較

を
行

い
様

々
な

意
見

や
情

報

交
換

に
よ

っ
て

、
自

分
の

意
見

を
表

明

す
る

積
極

性
と

論
理

性
を

高
め

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎
◎

ス
ペ

イ
ン

文
化

事
情

B
12

4-
14

9-
61

ス
ペ

イ
ン

お
よ

び
ラ

テ
ン

ア
メ

リ
カ

諸

国
の

歴
史

や
文

化
、

芸
術

、
思

想
を

広

く
紹

介
す

る
。

異
文

化
に

触
れ

る
こ

と
で

自
分

の
視

野

を
広

げ
る

と
と

も
に

、
馴

染
み

の
深

い

文
化

と
比

較
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
新

た

な
角

度
か

ら
既

知
の

文
化

を
観

察
し

、

そ
の

個
性

を
再

認
識

で
き

る
。

◎
◎

日
本

語
Ⅰ

a

B
11

4-
13

9-
01

高
度

な
文

法
力

や
読

解
力

を
身

に
つ

け

る
こ

と
を

目
的

に
論

理
的

な
文

章
を

読

む
。

論
理

的
な

文
章

が
読

め
る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

、
教

材
を

通
し

て
日

本
社

会

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

日
本

語
Ⅱ

a

B
11

4-
13

9-
02

読
解

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

、
論

理

的
な

文
章

だ
け

で
な

く
、

エ
ッ

セ
イ

な

ど
も

取
り

上
げ

て
読

む
。

様
々

な
タ

イ
プ

の
文

章
を

、
一

人
で

読

め
る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

、
内

容
に

関

し
て

意
見

や
感

想
を

ま
と

め
る

こ
と

が

で
き

る
。

◎

日
本

語
Ⅰ

b

B
11

4-
13

9-
03

日
本

語
の

聴
解

、
会

話
、

口
頭

発
表

を

扱
う

。

留
学

生
活

に
必

要
と

な
る

聴
解

力
・

会

話
力

を
身

に
つ

け
、

わ
か

り
や

す
い

発

表
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎

日
本

語
Ⅱ

b

B
11

4-
13

9-
04

日
本

語
の

聴
解

、
会

話
、

口
頭

発
表

を

扱
う

。

日
本

社
会

で
起

き
て

い
る

話
題

に
つ

い

て
聴

き
取

れ
、

資
料

を
基

に
論

理
的

に

意
見

が
述

べ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
。

◎



75  

経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

日
本

語
Ⅰ

c

B
11

4-
13

9-
05

論
理

的
な

文
章

を
わ

か
り

や
す

く
書

く

た
め

の
基

礎
的

な
技

法
を

学
ぶ

。

事
実

と
自

分
の

考
え

と
を

書
き

分
け

る

力
、

資
料

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を

書
き

進
め

る
力

な
ど

を
身

に
つ

け
る

こ

と
が

で
き

る
。

◎

日
本

語
Ⅱ

c

B
11

4-
13

9-
06

関
心

の
あ

る
テ

ー
マ

に
つ

い
て

問
題

を

見
出

し
、

資
料

を
用

い
て

そ
の

答
え

を

レ
ポ

ー
ト

と
し

て
ま

と
め

る
。

レ
ポ

ー
ト

を
書

く
こ

と
を

通
し

て
、

読

み
・

書
き

の
高

度
な

日
本

語
力

を
身

に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎

日
本

語
Ⅰ

d

B
21

4-
13

9-
07

意
見

文
を

読
み

、
自

分
の

意
見

を
述

べ

た
り

、
内

容
を

要
約

し
た

り
す

る
。

社
会

で
問

題
に

な
っ

て
い

る
様

々
な

問

題
に

つ
い

て
、

自
分

の
考

え
を

わ
か

り

や
す

く
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

日
本

語
Ⅱ

d

B
21

4-
13

9-
08

デ
ィ

ベ
ー

ト
や

ス
ピ

ー
チ

学
習

な
ど

を

通
し

て
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
内

容
を

的

確
に

伝
え

る
方

法
を

学
ぶ

。

自
分

の
考

え
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る

こ
と

が
で

き
る

。
◎

日
本

語
Ⅰ

e

B
21

4-
13

9-
09

「
食

」を
メ

イ
ン

テ
ー

マ
に

課
題

を
設

定

し
、

資
料

を
集

め
、

ま
と

め
て

発
表

す

る
。

高
度

な
日

本
語

力
お

よ
び

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎

日
本

語
Ⅱ

e

B
21

4-
13

9-
10

日
本

の
文

化
や

社
会

に
関

す
る

テ
ー

マ

に
つ

い
て

、
課

題
を

設
定

し
、

調
べ

て

発
表

す
る

。

高
度

な
日

本
語

力
お

よ
び

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎

英
会

話
Ⅰ

B
13

4-
14

1-
11

外
国

人
教

員
に

よ
る

英
会

話
演

習
簡

単
な

英
会

話
で

自
己

表
現

が
で

き
る

◎

英
会

話
Ⅱ

B
13

4-
14

1-
12

外
国

人
教

員
に

よ
る

英
会

話
演

習
少

し
発

展
的

な
内

容
の

英
会

話
で

自
己

表
現

が
で

き
る

◎

英
会

話
Ⅲ

B
23

4-
14

1-
21

外
国

人
教

員
に

よ
る

発
展

的
英

会
話

演

習

日
常

的
な

内
容

の
英

会
話

で
自

己
表

現

が
で

き
る

◎

英
会

話
Ⅳ

B
23

4-
14

1-
22

外
国

人
教

員
に

よ
る

発
展

的
英

会
話

演

習

発
展

的
な

様
々

な
内

容
の

英
会

話
で

自

己
表

現
が

で
き

る
◎

メ
デ

ィ
ア

英
語

Ⅰ

B
13

4-
14

1-
17

ビ
デ

オ
や

映
画

等
の

メ
デ

ィ
ア

を
使

っ

た
英

語
演

習

映
画

や
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

基
本

的
な

表

現
が

理
解

で
き

る
◎

メ
デ

ィ
ア

英
語

Ⅱ

B
13

4-
14

1-
18

ビ
デ

オ
や

映
画

等
の

メ
デ

ィ
ア

を
使

っ

た
英

語
演

習

映
画

や
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

少
し

発
展

的

な
表

現
が

理
解

で
き

る
◎

メ
デ

ィ
ア

英
語

Ⅲ

B
23

4-
14

1-
27

ビ
デ

オ
や

映
画

等
の

メ
デ

ィ
ア

を
使

っ

た
発

展
的

英
語

演
習

映
画

や
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

多
く

の
表

現

を
そ

の
ま

ま
理

解
で

き
る

◎

メ
デ

ィ
ア

英
語

Ⅳ

B
23

4-
14

1-
28

ビ
デ

オ
や

映
画

等
の

メ
デ

ィ
ア

を
使

っ

た
発

展
的

英
語

演
習

映
画

や
ニ

ュ
ー

ス
な

ど
で

発
展

的
な

内

容
が

そ
の

ま
ま

理
解

で
き

る
◎

英
語

表
現

法
Ⅰ

B
13

4-
14

1-
15

英
作

文
や

会
話

な
ど

の
英

語
に

よ
る

自

己
表

現
演

習

基
礎

的
な

英
語

を
使

っ
て

自
己

表
現

が

で
き

る
◎
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カ
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ラ
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マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

英
語

表
現

法
Ⅱ

B
13

4-
14

1-
16

英
作

文
や

会
話

な
ど

の
英

語
に

よ
る

自

己
表

現
演

習

少
し

発
展

的
な

英
語

を
使

っ
て

自
己

表

現
が

で
き

る
◎

英
語

表
現

法
Ⅲ

B
23

4-
14

1-
25

英
作

文
や

会
話

な
ど

の
英

語
に

よ
る

発

展
的

自
己

表
現

演
習

英
語

表
現

を
使

っ
て

自
分

の
意

見
や

考

え
を

表
現

で
き

る
◎

英
語

表
現

法
Ⅳ

B
23

4-
14

1-
26

英
作

文
や

会
話

な
ど

の
英

語
に

よ
る

発

展
的

自
己

表
現

演
習

少
し

発
展

的
な

英
語

表
現

を
使

っ
て

自

分
の

意
見

や
考

え
を

表
現

で
き

る
◎

英
語

読
解

法
Ⅰ

B
13

4-
14

1-
13

様
々

な
英

文
を

読
ん

で
理

解
す

る
読

解

演
習

辞
書

を
使

っ
て

、
自

分
で

様
々

な
英

文

の
内

容
が

理
解

で
き

る
◎

英
語

読
解

法
Ⅱ

B
13

4-
14

1-
14

様
々

な
英

文
を

読
ん

で
理

解
す

る
読

解

演
習

辞
書

を
使

っ
て

、
自

分
で

少
し

発
展

的

な
英

文
の

内
容

が
理

解
で

き
る

◎

英
語

読
解

法
Ⅲ

B
23

4-
14

1-
23

発
展

的
な

英
文

を
読

ん
で

理
解

す
る

読

解
演

習

辞
書

を
使

っ
て

、
様

々
な

英
文

の
内

容

が
理

解
で

き
る

◎

英
語

読
解

法
Ⅳ

B
23

4-
14

1-
24

発
展

的
な

英
文

を
読

ん
で

理
解

す
る

読

解
演

習

辞
書

を
使

っ
て

、
様

々
な

発
展

的
な

英

文
の

内
容

が
理

解
で

き
る

◎

実
践

英
語

Ⅰ

B
13

4-
14

1-
31

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
対

策
の

演
習

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
で

基
礎

的
な

問

題
の

解
答

が
で

き
る

◎

実
践

英
語

Ⅱ

B
13

4-
14

1-
32

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
対

策
の

演
習

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
で

少
し

発
展

的

な
問

題
の

解
答

が
で

き
る

◎

実
践

英
語

Ⅲ

B
23

4-
14

1-
41

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
対

策
の

発
展

的

演
習

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
で

発
展

的
な

問

題
の

解
答

が
で

き
る

◎

実
践

英
語

Ⅳ

B
23

4-
14

1-
42

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
対

策
の

発
展

的

演
習

TO
E

IC
等

の
検

定
試

験
で

少
し

高
度

な

問
題

の
解

答
が

で
き

る
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅰ（
基

礎
）

B
13

4-
14

5-
11

ド
イ

ツ
語

の
基

礎
力

養
成

基
本

的
な

ド
イ

ツ
語

構
造

の
理

解
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅱ（
基

礎
）

B
13

4-
14

5-
12

ド
イ

ツ
語

の
基

礎
力

養
成

基
本

的
な

ド
イ

ツ
語

構
造

の
理

解
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅲ（
読

解
）

B
23

4-
14

5-
21

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
読

解
力

強
化

◎

ド
イ

ツ
語

Ⅳ（
読

解
）

B
23

4-
14

5-
22

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
読

解
力

強
化

◎

ド
イ

ツ
語

Ⅲ（
表

現
）

B
23

4-
14

5-
31

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
表

現
力（

作
文

力
）強

化
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅳ（
表

現
）

B
23

4-
14

5-
32

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
表

現
力（

作
文

力
）強

化
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅲ（
総

合
）

B
23

4-
14

5-
41

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

中
級

の
テ

キ
ス

ト
を

用
い

た
ド

イ
ツ

語

の
運

用
能

力
強

化
◎

ド
イ

ツ
語

Ⅳ（
総

合
）

B
23

4-
14

5-
42

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

中
級

の
テ

キ
ス

ト
を

用
い

た
ド

イ
ツ

語

の
運

用
能

力
強

化
◎
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の
デ
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ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

ド
イ

ツ
語

会
話

Ⅰ

B
23

4-
14

5-
51

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
会

話
能

力
の

養
成

◎

ド
イ

ツ
語

会
話

Ⅱ

B
23

4-
14

5-
52

中
級

ド
イ

ツ
語

能
力

養
成

ド
イ

ツ
語

の
会

話
能

力
の

養
成

◎

中
国

語
Ⅰ（

基
礎

）

B
13

4-
14

7-
11

発
音

の
習

得
か

ら
始

め
て

、
入

門
時

に

必
要

と
さ

れ
る

常
用

単
語

及
び

初
歩

的

な
文

型
を

学
び

、
未

習
外

国
語

で
あ

る

中
国

語
の

学
習

の
基

礎
を

固
め

る
。

常

に
双

方
向

の
授

業
を

心
が

け
、

中
国

語

運
用

能
力

の
基

礎
を

作
る

。

中
国

語
の

発
音

を
習

得
し

、
中

国
語

の

ロ
ー

マ
字

表
記

を
読

め
る

よ
う

に
す

る
。

併
せ

て
、

初
歩

的
な

常
用

単
語

及

び
初

歩
的

な
文

型
を

習
得

し
、

簡
単

な

中
国

語
を

使
え

る
よ

う
に

す
る

。

◎

中
国

語
Ⅱ（

基
礎

）

B
13

4-
14

7-
12

中
国

語
Ⅰ

で
学

ん
だ

中
国

語
の

基
礎

の

上
に

さ
ら

に
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
目

指

す
。

発
音

の
習

熟
度

を
よ

り
高

め
、

語

彙
及

び
理

解
で

き
、

か
つ

使
用

で
き

る

文
型

を
増

や
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
中

国

語
の

運
用

能
力

を
高

め
る

。

中
国

語
の

発
音

を
よ

り
確

実
な

も
の

に

し
、

よ
り

多
く

の
常

用
語

彙
、

重
要

文

型
を

学
び

、
中

国
語

の
構

造
に

対
す

る

理
解

を
深

め
、

初
歩

的
な

中
国

語
運

用

能
力

を
身

に
つ

け
る

よ
う

に
す

る
。

◎

中
国

語
Ⅲ（

読
解

）

B
23

4-
14

7-
21

１
年

次
に

習
得

し
た

中
国

語
を

基
礎

に
、

簡
単

な
文

章
を

読
む

こ
と

に
よ

っ

て
中

国
語

の
文

法
構

造
等

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、
中

国
語

の
読

解
力

を
レ

ベ

ル
ア

ッ
プ

し
て

資
格

取
得

な
ど

に
役

立

て
る

。

30
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、
中

国
語

の
文

章
の

読
解

力

を
高

め
る

。
併

せ
て

、
中

国
政

府
公

認

の
中

国
語

検
定

試
験

Ｈ
Ｓ

Ｋ
２

級
の

合

格
を

目
指

す
。

◎

中
国

語
Ⅳ（

読
解

）

B
23

4-
14

7-
22

中
国

語
Ⅲ（

読
解

）を
受

け
て

、
様

々
な

文
章

を
読

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

中
国

語

の
文

法
構

造
等

に
対

す
る

理
解

を
さ

ら

に
深

め
、

中
国

語
の

読
解

力
を

さ
ら

に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

し
て

資
格

取
得

な
ど

に

役
立

て
る

。

60
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、
中

国
語

の
文

章
の

読
解

力

を
高

め
る

。
併

せ
て

、
中

国
政

府
公

認

の
中

国
語

検
定

試
験

Ｈ
Ｓ

Ｋ
３

級
の

合

格
を

目
指

す
。

◎

中
国

語
Ⅲ（

表
現

）

B
23

4-
14

7-
31

１
年

次
に

習
得

し
た

中
国

語
を

基
礎

に
、

中
国

語
の

様
々

な
表

現
を

学
ん

で

中
国

語
作

文
の

練
習

を
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

中
国

語
の

文
法

構
造

等
に

対

す
る

理
解

を
深

め
、

中
国

語
の

表
現

力

を
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

て
資

格
取

得
な

ど

に
役

立
て

る
。

30
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、
中

国
語

の
表

現
力

を
高

め

る
。

併
せ

て
、

中
国

政
府

公
認

の
中

国

語
検

定
試

験
Ｈ

Ｓ
Ｋ

２
級

の
合

格
を

目

指
す

。

◎
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デ
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プ
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マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

中
国

語
Ⅳ（

表
現

）

B
23

4-
14

7-
32

中
国

語
Ⅲ（

読
解

）を
受

け
て

、
中

国
語

の
様

々
な

表
現

を
学

ん
で

中
国

語
作

文

の
練

習
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
中

国

語
の

文
法

構
造

等
に

対
す

る
理

解
を

さ

ら
に

深
め

、
中

国
語

の
表

現
力

を
さ

ら

に
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

て
資

格
取

得
な

ど

に
役

立
て

る
。

60
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、
中

国
語

の
表

現
力

を
高

め

る
。

併
せ

て
、

中
国

政
府

公
認

の
中

国

語
検

定
試

験
Ｈ

Ｓ
Ｋ

３
級

の
合

格
を

目

指
す

。

◎

中
国

語
Ⅲ（

総
合

）

B
23

4-
14

7-
41

１
年

次
に

習
得

し
た

中
国

語
を

基
礎

に
、「

読
み

、
書

き
、

聴
き

、
話

す
」練

習
を

通
し

て
、

常
用

語
を

身
に

つ
け

、

中
国

語
の

文
法

構
造

等
に

対
す

る
理

解

を
深

め
、

中
国

語
の

運
用

能
力

を
レ

ベ

ル
ア

ッ
プ

し
て

資
格

取
得

な
ど

に
役

立

て
る

。

30
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、「
読

み
、書

き
、聴

き
、話

す
」

と
い

っ
た

中
国

語
の

運
用

能
力

を
全

体

的
に

高
め

る
。

併
せ

て
、

中
国

政
府

公

認
の

中
国

語
検

定
試

験
Ｈ

Ｓ
Ｋ

２
級

の

合
格

を
目

指
す

。

◎

中
国

語
Ⅳ（

総
合

）

B
23

4-
14

7-
42

中
国

語
Ⅲ（

総
合

）を
受

け
て

、「
読

み
、

書
き

、
聴

き
、

話
す

」練
習

を
通

し
て

、

使
え

る
常

用
語

を
増

や
し

、
中

国
語

の

文
法

構
造

等
に

対
す

る
理

解
を

さ
ら

に

深
め

、
中

国
語

の
運

用
能

力
を

さ
ら

に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

し
て

資
格

取
得

な
ど

に

役
立

て
る

。

60
0語

程
度

の
常

用
単

語
を

身
に

つ

け
、

中
国

語
の

文
法

構
造

に
対

す
る

理

解
を

深
め

、「
読

み
、書

き
、聴

き
、話

す
」

と
い

っ
た

中
国

語
の

運
用

能
力

を
全

体

的
に

高
め

る
。

併
せ

て
、

中
国

政
府

公

認
の

中
国

語
検

定
試

験
Ｈ

Ｓ
Ｋ

３
級

の

合
格

を
目

指
す

。

◎

中
国

語
会

話
Ⅰ

B
23

4-
14

7-
51

発
音

の
練

習
を

重
視

し
、

ペ
ア

ワ
ー

ク

に
よ

る
会

話
練

習
を

行
い

、
中

国
語

の

会
話

力
を

向
上

さ
せ

る
。

併
せ

て
、

作

文
と

翻
訳

の
練

習
も

行
い

、
中

国
語

の

総
合

的
な

運
用

能
力

を
高

め
る

。

1年
次

で
学

ん
だ

中
国

語
の

発
音

を
よ

り
正

確
な

も
の

に
し

、
あ

い
さ

つ
な

ど

の
簡

単
な

言
葉

か
ら

日
常

用
い

る
初

歩
的

な
会

話
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

中
国

政
府

公
認

の
中

国
語

検
定

試
験

H
S

K
２

級
の

合
格

を
目

指
す

。

◎

中
国

語
会

話
Ⅱ

B
23

4-
14

7-
52

中
国

語
会

話
Ⅰ

を
受

け
、

引
き

続
き

発

音
練

習
を

重
視

し
、

ペ
ア

ワ
ー

ク
に

よ

る
会

話
を

ほ
ぼ

毎
回

行
っ

て
、

会
話

力

を
よ

り
向

上
さ

せ
る

。
併

せ
て

作
文

と

翻
訳

の
練

習
に

も
力

を
入

れ
、

中
国

語

の
総

合
的

な
運

用
能

力
を

高
め

る
。

中
国

語
を

よ
り

正
確

に
発

音
で

き
る

よ

う
に

し
、

よ
り

多
く

の
こ

と
を

表
現

で

き
る

よ
う

会
話

力
を

高
め

る
。

会
話

力

と
同

時
に

、
作

文
能

力
や

読
解

力
も

向

上
さ

せ
、

中
国

政
府

公
認

の
中

国
語

検

定
試

験
H

S
K

３
級

の
合

格
を

目
指

す
。

◎

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅰ（

基
礎

）

B
13

4-
14

6-
11

綴
り

と
音

の
関

係
を

理
解

し
、

フ
ラ

ン

ス
語

文
の

音
読

を
可

能
に

す
る

。
基

本

文
型

を
暗

記
し

、
フ

ラ
ン

ス
語

の
リ

ズ

ム
を

覚
え

る
。

フ
ラ

ン
ス

語
文

を
単

独
で

音
読

で
き

る

よ
う

に
し

、
挨

拶
や

買
い

物
な

ど
の

簡

単
な

日
常

会
話

に
慣

れ
る

。

◎
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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅱ（

基
礎

）

B
13

4-
14

6-
12

人
称

の
概

念
を

理
解

し
、

基
本

動
詞

の

活
用

を
学

習
す

る
。

辞
書

を
利

用
し

て

平
易

な
フ

ラ
ン

ス
語

文
を

訳
読

し
、

暗

記
す

る
。

会
話

文
や

説
明

文
を

、
辞

書
を

用
い

て

単
独

で
読

解
す

る
。人

物
の

会
話

か
ら

、

フ
ラ

ン
ス

人
の

基
本

と
な

る
物

の
考

え

方
を

理
解

す
る

。

◎

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅲ（

総
合

）

B
23

4-
14

6-
41

短
文

の
反

復
や

言
い

換
え

に
よ

り
、

実

生
活

に
結

び
つ

い
た

フ
ラ

ン
ス

語
の

表

現
を

確
実

に
身

に
つ

け
る

。

フ
ラ

ン
ス

で
生

活
す

る
つ

も
り

に
な

っ

て
、

フ
ラ

ン
ス

語
で

フ
ラ

ン
ス

人
に

意

志
を

伝
え

る
つ

も
り

で
、

フ
ラ

ン
ス

語

会
話

に
集

中
す

る
。

◎

フ
ラ

ン
ス

語
Ⅳ（

総
合

）

B
23

4-
14

6-
42

練
習

問
題

に
よ

る
言

い
換

え
に

よ
り

、

実
生

活
に

結
び

つ
い

た
フ

ラ
ン

ス
語

の

構
造

を
確

実
に

身
に

つ
け

る
。

フ
ラ

ン
ス

語
の

基
本

的
な

例
文

を
覚

え

る
と

同
時

に
、

日
本

語
か

ら
フ

ラ
ン

ス

語
へ

の
言

い
換

え
も

行
え

る
よ

う
に

す

る
。

◎

韓
国

語
Ⅰ（

基
礎

）

B
13

4-
14

8-
11

初
め

て
学

ぶ
人

を
対

象
に

韓
国

語
に

関

す
る

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る

科
目

で
あ

る
。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音

を
始

め
と

し
、

日
常

生
活

で
使

え
る

簡

単
な

会
話

を
学

習
す

る
こ

と
と

す
る

。

「
読

む
､

書
く

、
聞

く
、

話
す

」の
4機

能
を

総
合

的
に

学
習

し
、

韓
国

語
の

基

本
的

な
構

造
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と

を
目

標
と

す
る

。

◎

韓
国

語
Ⅱ（

基
礎

）

B
13

4-
14

8-
12

初
め

て
学

ぶ
人

を
対

象
に

韓
国

語
に

関

す
る

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る

科
目

で
あ

る
。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音

を
始

め
と

し
、

日
常

生
活

で
使

え
る

簡

単
な

会
話

を
学

習
す

る
こ

と
と

す
る

。

「
読

む
､

書
く

、
聞

く
、

話
す

」の
4機

能
を

総
合

的
に

学
習

し
、

韓
国

語
の

基

本
的

な
構

造
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と

を
目

標
と

す
る

。

◎

韓
国

語
Ⅲ（

読
解

）

B
23

4-
14

8-
21

韓
国

語
Ⅰ

・
Ⅱ

を
履

修
し

た
人

を
対

象

に
し

、
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

た
基

礎
文

法

を
学

ぶ
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

訓

練
と

と
も

に
、

文
法

と
構

文
の

理
解

、

表
現

力
を

身
に

つ
け

る
。

ま
た

、
旅

行

や
ビ

ジ
ネ

ス
場

面
で

よ
く

使
わ

れ
る

表

現
を

学
ぶ

。

韓
国

語
の

基
礎

文
法

を
踏

ま
え

、
よ

り

豊
か

な
基

礎
会

話
力

を
養

う
こ

と
を

目

標
に

す
る

。
徐

々
に

語
彙

・
文

法
項

目

を
増

や
し

て
い

き
、

韓
国

語
で

書
か

れ

た
文

章
に

対
す

る
理

解
力

を
高

め
る

。

◎

韓
国

語
Ⅳ（

読
解

）

B
23

4-
14

8-
22

韓
国

語
Ⅰ

・
Ⅱ

・
Ⅲ

を
履

修
し

た
人

を
対

象
に

し
、

中
級

を
目

指
し

て
実

践
的

な

表
現

を
学

ぶ
。

定
型

表
現

の
学

習
は

、

も
の

の
描

写
、

要
求

・
依

頼
・

主
張

な
ど

様
々

な
場

面
に

ふ
さ

わ
し

い
構

文
と

語

彙
を

習
得

し
、

言
語

運
用

力
を

養
う

。

中
級

レ
ベ

ル
の

文
法

や
語

彙
を

学
び

、

韓
国

語
と

し
て

よ
り

自
然

で
円

滑
な

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

に

す
る

。
よ

り
豊

か
な

言
語

表
現

力
を

養

い
、

韓
国

語
文

章
に

対
す

る「
読

む
・

書

く
」能

力
の

上
達

を
目

標
に

す
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

韓
国

語
Ⅲ（

表
現

）

B
23

4-
14

8-
31

文
字

を
覚

え
た

学
生

を
対

象
に

し
、

授

業
計

画
に

基
づ

く
韓

国
語

の
基

礎
知

識

と
運

用
力

を
養

成
す

る
。「

読
む

」「
書

く
」「

聞
く

」「
話

す
」の

四
技

能
を

バ

ラ
ン

ス
よ

く
総

合
的

に
身

に
つ

け
る

こ

と
を

目
指

す
。

韓
国

語
圏

の
世

界
の

諸

相
を

理
解

し
、

国
際

的
な

視
野

を
広

め

る
。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音
を

習
っ

た
学

生

を
対

象
と

し
、

基
本

文
の

作
り

方
を

練

習
す

る
。

そ
の

た
め

に
、

基
本

文
法

と

単
語

の
学

習
を

充
実

に
行

う
。

こ
れ

に

基
づ

い
て

、
実

際
の

現
場

で
使

わ
れ

る

多
様

な
文

の
構

造
及

び
会

話
表

現
の

習

得
を

目
標

と
す

る
。

◎

韓
国

語
Ⅳ（

表
現

）

B
23

4-
14

8-
32

韓
国

語
の

文
字

を
覚

え
た

学
生

を
対

象

に
し

、
授

業
計

画
に

基
づ

く
韓

国
語

の

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る
。「

読

む
」「

書
く

」「
聞

く
」「

話
す

」の
四

技

能
を

バ
ラ

ン
ス

よ
く

総
合

的
に

身
に

つ

け
る

こ
と

を
目

指
す

。
韓

国
語

圏
の

世

界
の

諸
相

を
理

解
し

、
国

際
的

な
視

野

を
広

め
る

。

韓
国

語
の

文
字

と
発

音
を

習
っ

た
学

生

を
対

象
と

し
、

基
礎

的
な

文
の

作
り

方

を
練

習
す

る
。

そ
の

た
め

に
、

基
本

文
法

と
基

礎
単

語
の

学
習

を
充

実
に

行

う
。

実
際

の
現

場
で

使
わ

れ
る

多
様

な

文
の

構
造

及
び

会
話

表
現

の
習

得
を

目

標
と

す
る

。

◎

韓
国

語
Ⅲ（

総
合

）

B
23

4-
14

8-
41

韓
国

語
Ⅰ

・
Ⅱ

を
履

修
し

た
学

生
を

対

象
に

し
、

ハ
ン

グ
ル

検
定

試
験

5級
に

合
格

す
る

た
め

に
必

要
な

発
音

の
仕

組

み
、基

本
文

法
な

ど
を

学
習

し
て

い
く

。

文
法

事
項

や
語

句
、

日
常

会
話

文
等

を

繰
り

返
し

練
習

し
、

ハ
ン

グ
ル

検
定

試

験
5級

合
格

に
必

要
な

基
本

的
な

能
力

を
身

に
つ

け
る

。

基
本

文
法

に
つ

い
て

は
韓

国
語

Ⅰ
・

Ⅱ

で
学

習
し

た
復

習
か

ら
始

め
、

ハ
ン

グ

ル
検

定
試

験
5級

合
格

の
た

め
に

必
要

な
発

音
と

文
法

を
学

び
、

自
ら

学
習

で

き
る

よ
う

に
す

る
。基

本
文

法
と

語
句

、

日
常

会
話

文
な

ど
の

反
復

学
習

を
通

し

て
習

得
し

て
い

く
。

ま
た

練
習

問
題

と

課
題

を
通

し
て

、
そ

の
定

着
と

更
な

る

応
用

発
展

を
図

る
。

◎

韓
国

語
Ⅳ（

総
合

）

B
23

4-
14

8-
42

ハ
ン

グ
ル

検
定

試
験

5級
に

合
格

す
る

た
め

、
基

本
文

法
、

語
句

、
日

常
会

話

文
な

ど
を

学
習

す
る

。
ま

た
11

月
に

実
施

さ
れ

る
ハ

ン
グ

ル
検

定
試

験
に

向

け
て

実
際

の
過

去
問

を
用

い
て

練
習

す

る
。

適
宜

、
試

験
に

必
要

な
発

音
や

文

法
、

語
彙

に
関

す
る

解
説

を
行

う
。

ハ
ン

グ
ル

検
定

試
験

5級
に

合
格

す

る
、

あ
る

い
は

5級
に

挑
戦

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

す
で

に
5級

を
取

得
し

た
学

生
に

と
っ

て
も

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

に

つ
な

が
る

足
場

を
固

め
る

場
と

な
る

こ

と
を

目
標

と
す

る
。

◎

韓
国

語
会

話
Ⅰ

B
23

4-
14

8-
51

韓
国

語
の

読
み

書
き

が
で

き
、

文
章

の

作
成

が
出

来
る

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

て

も
、

会
話

が
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

。

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

多

く
取

り
入

れ
、

学
ん

だ
表

現
を

使
っ

た

会
話

文
を

用
い

て
実

際
に

話
し

て
み

る

こ
と

に
よ

り
、

積
極

的
に

話
す

機
会

を

与
え

る
。

ハ
ン

グ
ル

の
読

み
書

き
が

確
実

に
で

き

る
よ

う
に

す
る

。
基

礎
的

な
文

法
を

身

に
つ

け
、

あ
い

さ
つ

、
自

己
紹

介
、

身

の
回

り
の

こ
と

に
つ

い
て

自
分

の
言

い

た
い

こ
と

を
伝

え
、

相
手

と
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

る
よ

う
に

す
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

韓
国

語
会

話
Ⅱ

B
23

4-
14

8-
52

韓
国

語
の

読
み

書
き

が
で

き
、

文
章

の

作
成

が
出

来
る

レ
ベ

ル
に

達
し

て
い

て

も
、

会
話

が
で

き
る

と
は

限
ら

な
い

。

ペ
ア

ワ
ー

ク
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

多

く
取

り
入

れ
、

学
ん

だ
表

現
を

使
っ

た

会
話

文
を

用
い

て
実

際
に

話
し

て
み

る

こ
と

に
よ

り
、

積
極

的
に

話
す

機
会

を

与
え

る
。

約
70

0個
の

単
語

を
も

と
に

、
初

級
レ

ベ
ル

で
必

要
な

会
話

の
ス

キ
ル

を
身

に

つ
け

る
よ

う
に

す
る

。
そ

の
上

で
日

本

語
と

は
異

な
る

韓
国

語
特

有
の

会
話

の

仕
方

を
学

習
し

、
そ

の
背

景
に

あ
る

文

化
に

つ
い

て
も

考
察

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

◎

韓
国

語
会

話
Ⅲ

B
23

4-
14

8-
53

ネ
イ

テ
ィ

ブ
に

よ
る

発
展

的
韓

国
語

演

習

韓
国

語
の

日
常

的
な

会
話

で
自

己
表

現

が
で

き
る

。
◎

韓
国

語
会

話
Ⅳ

B
23

4-
14

8-
54

ネ
イ

テ
ィ

ブ
に

よ
る

発
展

的
韓

国
語

演

習

韓
国

語
の

発
展

的
な

様
々

な
内

容
の

会

話
で

自
己

表
現

が
で

き
る

。
◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ（

基
礎

）

B
13

4-
14

9-
11

初
め

て
学

ぶ
人

を
対

象
に

グ
ロ

ー
バ

ル

言
語

の
1つ

で
あ

る
ス

ペ
イ

ン
語

に
関

す
る

基
礎

知
識

と
運

用
力

を
養

成
す

る

科
目

で
あ

る
。

ス
ペ

イ
ン

語
の

常
用

単

語
及

び
初

歩
的

な
文

型
を

学
び

日
常

生

活
で

使
え

る
簡

単
な

会
話

を
学

習
す

る
。

ス
ペ

イ
ン

語
の

常
用

単
語

及
び

初
歩

的

な
文

型
を

習
得

し
、

簡
単

な
日

常
会

話

を
使

え
る

よ
う

に
す

る
。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅱ（

基
礎

）

B
13

4-
14

9-
12

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ（

基
礎

）で
学

ん
だ

ス
ペ

イ
ン

語
の

さ
ら

な
る

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ

を
目

指
す

。
単

語
の

理
解

や
発

音
の

習

熟
度

を
よ

り
高

め
、

か
つ

使
用

で
き

る

文
型

を
増

や
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
ス

ペ

イ
ン

語
の

運
用

能
力

を
高

め
る

。

ス
ペ

イ
ン

語
の

発
音

を
よ

り
確

実
な

も

の
に

し
、

多
く

の
常

用
単

語
、

重
要

文

型
を

学
び

、
初

歩
的

な
ス

ペ
イ

ン
語

運

用
能

力
を

身
に

つ
け

る
。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅲ（

読
解

）

B
13

4-
14

9-
21

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

を
学

ん
だ

学
生

に

向
け

た
授

業
。

過
去

形
な

ど
さ

ら
に

レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
し

た
内

容
を

学
ん

で
い

く
。

さ
ま

ざ
ま

な
時

制
を

含
む

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
に

富
ん

だ
文

章
が

理
解

で
き

る

よ
う

に
な

る
。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅳ（

読
解

）

B
13

4-
14

9-
22

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

、
Ⅲ

を
学

ん
だ

学

生
に

向
け

た
授

業
。

比
較

表
現

や
命

令

形
な

ど
、

幅
広

い
種

類
の

文
章

に
慣

れ

る
。

辞
書

を
使

っ
て

や
や

長
い

文
章

が
理

解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅲ（

表
現

）

B
13

4-
14

9-
31

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

を
学

ん
だ

学
生

に

向
け

た
授

業
。

過
去

や
未

来
の

時
制

と

い
っ

た
中

級
程

度
の

内
容

を
学

ぶ
。

あ
ら

ゆ
る

時
制

を
使

い
こ

な
し

、
自

分

の
気

持
ち

を
あ

る
程

度
自

由
に

表
現

で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅳ（

表
現

）

B
13

4-
14

9-
32

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

、
Ⅲ

を
学

ん
だ

学

生
に

向
け

た
授

業
。

比
較

表
現

や
命

令

形
な

ど
、

表
現

の
幅

を
広

げ
て

い
く

。

辞
書

を
使

い
な

が
ら

、
大

き
な

支
障

な

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

よ

う
に

な
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅲ（

総
合

）

B
13

4-
14

9-
41

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

を
学

ん
だ

学
生

に

向
け

た
授

業
。

過
去

形
な

ど
中

級
程

度

の
内

容
を

学
び

、
演

習
を

多
く

行
う

。

会
話

や
文

字
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

手
段

で
、

自
分

の
気

持
ち

を
あ

る
程

度
自

由

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅳ（

総
合

）

B
13

4-
14

9-
42

ス
ペ

イ
ン

語
Ⅰ

、
Ⅱ

、
Ⅲ

を
学

ん
だ

学

生
に

向
け

た
授

業
。

命
令

形
や

反
実

仮

想
と

い
っ

た
上

級
レ

ベ
ル

の
表

現
を

学

ぶ
。

辞
書

を
使

え
ば

大
き

な
支

障
な

く
相

手

と
ス

ム
ー

ズ
な

や
り

取
り

が
で

き
る

。
◎

ス
ペ

イ
ン

語
会

話
Ⅰ

B
13

4-
14

9-
51

先
生

や
学

生
ど

う
し

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

正
し

い
発

音

を
身

に
つ

け
つ

つ
挨

拶
な

ど
基

礎
的

な

表
現

を
学

ぶ
。

挨
拶

、
簡

単
な

自
己

紹
介

、
日

常
の

動

作
と

い
っ

た
基

本
的

な
表

現
を

覚
え

、

簡
単

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ

る
よ

う
に

な
る

。

◎

ス
ペ

イ
ン

語
会

話
Ⅱ

B
13

4-
14

9-
52

ス
ペ

イ
ン

語
会

話
Ⅰ

を
履

修
し

た
学

生

を
対

象
に

、
嗜

好
や

予
定

な
ど

さ
ら

に

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
豊

か
な

表
現

を
学

ぶ
。

繰
り

返
し

練
習

を
重

ね
、

辞
書

を
使

っ

て
さ

ら
に

複
雑

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
が

取
れ

る
よ

う
に

な
る

。

◎

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅰ

B
11

5-
59

2-
01

運
動

の
実

践
に

よ
り

、
生

涯
健

康
の

基

礎
作

り
を

目
指

す
。

運
動

の
楽

し
さ

や

健
康

の
価

値
・

意
味

を
理

解
し

自
己

管

理
能

力
を

養
う

。

運
動

習
慣

の
確

立
に

よ
り

肉
体

的
、

精

神
的

、
社

会
的

な
健

康
を

獲
得

す
る

。

学
生

同
士

の
協

調
性

や
連

帯
感

を
理

解

さ
せ

、豊
か

な
人

間
性

を
高

め
て

い
く

。

◎
◎

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅱ

B
11

5-
59

2-
02

運
動

の
実

践
に

よ
り

、
生

涯
健

康
の

基

礎
作

り
を

目
指

す
。

運
動

の
楽

し
さ

や

健
康

の
価

値
・

意
味

を
理

解
し

自
己

管

理
能

力
を

養
う

。

運
動

習
慣

の
確

立
に

よ
り

肉
体

的
、

精

神
的

、
社

会
的

な
健

康
を

獲
得

す
る

。

学
生

同
士

の
協

調
性

や
連

帯
感

を
理

解

さ
せ

、豊
か

な
人

間
性

を
高

め
て

い
く

。

◎
◎

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅲ

B
23

5-
59

2-
03

生
涯

健
康

の
応

用
と

発
展

を
目

的
と

す

る
。

運
動

習
慣

の
継

続
と

生
涯

健
康

ス

キ
ル

を
発

展
さ

せ
る

。

趣
向

や
目

的
に

適
し

た
種

目
を

選
択

し
、

個
人

能
力

に
応

じ
た

レ
ベ

ル
で

ス

ポ
ー

ツ
実

践
す

る
。「

生
涯

健
康

の
理

論
と

実
践

の
統

合
」を

目
標

と
す

る
。

◎

ス
ポ

ー
ツ

科
学

Ⅳ

B
23

5-
59

2-
04

生
涯

健
康

の
応

用
と

発
展

を
目

的
と

す

る
。

運
動

習
慣

の
継

続
と

生
涯

健
康

ス

キ
ル

を
発

展
さ

せ
る

。

趣
向

や
目

的
に

適
し

た
種

目
を

選
択

し
、

個
人

能
力

に
応

じ
た

レ
ベ

ル
で

ス

ポ
ー

ツ
実

践
す

る
。「

生
涯

健
康

の
理

論
と

実
践

の
統

合
」を

目
標

と
す

る
。

◎

海
外

事
情

Ⅰ

B
13

9-
85

2-
01

カ
ナ

ダ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

イ
ギ

リ

ス
、

ア
メ

リ
カ

、
韓

国
、

台
湾

の
各

国

の
提

携
校

で
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
先

や
学

生

宿
舎

に
滞

在
し

な
が

ら
、

語
学

力
を

磨

い
た

り
現

地
の

文
化

を
経

験
し

た
り

す

る
。

渡
航

先
の

大
学

で
開

講
さ

れ
る

授
業

や

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

語
学

力
を

向

上
さ

せ
る

。
幅

広
く

異
文

化
に

触
れ

る

こ
と

で
、

多
様

な
価

値
観

や
考

え
方

を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

海
外

事
情

Ⅱ

B
13

9-
85

2-
02

カ
ナ

ダ
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

イ
ギ

リ

ス
、

ア
メ

リ
カ

、
韓

国
、

台
湾

の
各

国

の
提

携
校

で
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
先

や
学

生

宿
舎

に
滞

在
し

な
が

ら
、

語
学

力
を

磨

い
た

り
現

地
の

文
化

を
経

験
し

た
り

す

る
。

渡
航

先
の

大
学

で
開

講
さ

れ
る

授
業

や

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

語
学

力
を

向

上
さ

せ
る

。
幅

広
く

異
文

化
に

触
れ

る

こ
と

で
、

多
様

な
価

値
観

や
考

え
方

を

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

◎
◎

海
外

事
情

Ⅲ

B
13

9-
85

2-
03

マ
レ

ー
シ

ア
の

提
携

校
で

実
施

さ
れ

る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

文
化

交
流

に
参

加

し
、

提
携

校
の

学
生

や
各

国
の

留
学

生

と
協

力
し

て
共

通
の

課
題

に
向

き
合

う

こ
と

で
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

役
立

つ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

多
文

化
共

生

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

。

研
修

先
の

学
生

や
教

員
と

の
交

流
を

深

め
る

こ
と

で
、

現
地

の
事

情
や

文
化

へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

研

修
先

で
の

国
際

経
験

を
通

じ
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
材

と

な
る

基
礎

を
身

に
つ

け
る

。

◎
◎

◎
◎

海
外

事
情

Ⅳ

B
13

9-
85

2-
04

マ
レ

ー
シ

ア
の

提
携

校
で

実
施

さ
れ

る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

文
化

交
流

に
参

加

し
、

提
携

校
の

学
生

や
各

国
の

留
学

生

と
協

力
し

て
共

通
の

課
題

に
向

き
合

う

こ
と

で
、

グ
ロ

ー
バ

ル
社

会
に

役
立

つ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

多
文

化
共

生

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

。

研
修

先
の

学
生

や
教

員
と

の
交

流
を

深

め
る

こ
と

で
、

現
地

の
事

情
や

文
化

へ

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

研

修
先

で
の

国
際

経
験

を
通

じ
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
活

躍
で

き
る

人
材

と

な
る

基
礎

を
身

に
つ

け
る

。

◎
◎

◎
◎

ミ
ク

ロ
経

済
学

Ⅰ
・

Ⅱ

E
11

1-
23

1-
01

E
11

1-
23

1-
02

入
門

レ
ベ

ル
の

ミ
ク

ロ
経

済
学

を
講

義

す
る

。
ミ

ク
ロ

経
済

学
Iで

は
主

に
完

全
競

争
市

場
を

、
ミ

ク
ロ

経
済

学
IIで

は
経

済
主

体
の

合
理

的
行

動
と

市
場

の

失
敗

を
扱

う
。

経
済

学
の

基
本

的
な

考
え

方
を

理
解

し
、

す
べ

て
の

応
用

分
野

を
学

習
す

る

た
め

に
必

要
な

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ

と
が

目
標

で
あ

る
。

◎

マ
ク

ロ
経

済
学

Ⅰ
・

Ⅱ

E
11

1-
23

1-
04

E
11

1-
23

1-
05

国
内

総
生

産
を

は
じ

め
と

す
る

経
済

デ
ー

タ
の

理
解

、
経

済
主

体
の

相
互

依

存
関

係
、

財
市

場
・

貨
幣

市
場

・
労

働
市

場
の

分
析

な
ど

を
通

じ
て

、
経

済
学

の

「
森

」を
鳥

瞰
す

る
。

社
会

全
体

の
視

点
か

ら
経

済
学

の
基

本

的
な

概
念

・
理

論
を

理
解

し
，

マ
ク

ロ

経
済

学
的

に
経

済
事

象
を

論
じ

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎

経
済

数
学

Ⅰ
・

Ⅱ

E
11

1-
23

1-
07

E
11

1-
23

1-
08

経
済

学
を

学
ぶ

た
め

に
必

要
な

数
学

を

講
義

す
る

。
さ

ま
ざ

ま
な

関
数

，
微

分

と
最

適
化

問
題

な
ど

を
学

び
な

が
ら

、

論
理

的
な

思
考

力
や

解
答

の
作

成
方

法

を
身

に
つ

け
る

。

中
学

校
・

高
等

学
校

レ
ベ

ル
の

数
学

を

正
し

く
理

解
し

基
本

的
な

最
適

化
問

題

を
解

け
る

よ
う

に
な

る
こ

と
、

論
理

的

な
解

答
を

作
成

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ

と
が

目
標

で
あ

る
。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

キ
ャ

リ
ア

英
語

Ⅰ
・

Ⅱ

E
11

1-
14

4-
01

E
11

1-
14

4-
02

実
用

的
な

英
語

力
、

特
に

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ー

ン
で

生
か

せ
る

英
語

力
の

育
成

を

目
指

し
て

、
TO

E
IC

を
中

心
と

し
た

演

習
を

行
う

。

基
礎

的
な

英
語

表
現

を
確

認
す

る
と

と

も
に

、
ビ

ジ
ネ

ス
シ

ー
ン

に
お

い
て

使

用
さ

れ
る

語
彙

や
表

現
を

新
た

に
学

ん

で
、

実
用

的
な

英
語

表
現

を
多

く
修

得

す
る

。

◎

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
Ａ

・
Ｂ

E
11

1-
27

7-
01

E
11

1-
27

7-
02

大
学

に
お

け
る

学
習

や
研

究
活

動
、

さ

ら
に

は
就

職
活

動
や

就
職

後
の

社
会

生

活
ま

で
見

越
し

た
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

（
ビ

ジ
ネ

ス
系

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
基

礎

的
技

能
と

IC
T全

般
の

基
礎

的
知

識
）

を
学

ぶ
。

文
書

編
集

の
W

or
d、

表
計

算
の

E
xc

el
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

P
ow

er
P

oi
nt

と
い

っ
た

ソ
フ

ト
ウ

ェ

ア
の

基
礎

的
な

操
作

方
法

と
セ

キ
ュ

リ

テ
ィ

や
情

報
モ

ラ
ル

等
を

含
め

た
IC

T

全
般

の
基

礎
的

知
識

が
身

に
つ

く
。

◎

経
済

統
計

学
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

3-
01

E
22

1-
23

3-
02

経
済

現
象

を
客

観
的

に
捉

え
る

た
め

の

知
識

と
手

法
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目

指
し

、
S

N
A

関
連

指
標

を
は

じ
め

と
す

る
経

済
統

計
の

特
徴

と
、

経
済

デ
ー

タ

を
分

析
す

る
た

め
の

統
計

的
手

法
に

つ

い
て

説
明

す
る

。

・
経

済
統

計
と

経
済

理
論

と
の

関
連

を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
基

本
的

な
統

計
的

手
法

の
要

点
を

理

解
し

、
経

済
デ

ー
タ

の
特

徴
を

客
観

的

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
E

xc
el

を
用

い
て

経
済

デ
ー

タ
を

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

◎

経
済

学
史

Ａ
・

Ｂ

E
22

1-
23

2-
01

E
22

1-
23

2-
02

経
済

学
と

い
う

学
問

が
い

か
に

し
て

誕

生
し

た
か

、
そ

れ
が

近
代

社
会

の
発

展

と
と

も
に

ど
の

よ
う

に
発

展
し

て
き

た

か
、

メ
ジ

ャ
ー

な
経

済
学

者
を

取
り

上

げ
て

講
義

す
る

。

経
済

学
の

発
達

史
を

学
び

、
多

様
な

経

済
学

・
経

済
に

つ
い

て
の

多
様

な
理

解

が
あ

る
こ

と
を

知
り

、
経

済
と

い
う

人

間
の

営
み

に
つ

い
て

幅
広

い
柔

軟
な

理

解
を

獲
得

す
る

。

◎
◎

一
般

経
済

史
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

7-
01

E
22

1-
23

7-
02

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
・

ア
メ

リ
カ

の
経

済
社

会

の
誕

生
、

確
立

、
発

展
、

変
容

の
歴

史

過
程

を
概

説
し

た
の

ち
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ

と
ア

ジ
ア

の
比

較
の

視
点

を
中

心
に

、

ア
ジ

ア
か

ら
見

た
世

界
経

済
の

歴
史

を

講
述

す
る

。

経
済

史
の

基
本

概
念

お
よ

び
世

界
経

済

の
歴

史
的

展
開

に
関

す
る

基
礎

知
識

を

身
に

つ
け

、
現

代
の

経
済

社
会

の
状

況
を

歴
史

的
視

角
か

ら
把

握
で

き
る

力

（
歴

史
的

思
考

力
）を

培
う

。

◎
◎

経
済

政
策

論
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

4-
01

E
22

1-
23

4-
02

政
府

は
市

場
で

効
率

的
に

配
分

で
き

な

い
財

・
サ

ー
ビ

ス
を

規
制

や
制

度（
ル

ー

ル
）を

用
い

る
こ

と
で

、
で

き
る

だ
け

効
率

的
に

配
分

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

政
府

の
政

策
を

具
体

的
な

事
例

で
理

解

す
る

。

市
場

の
役

割
と

政
府

の
役

割
を

理
解

す

る
。

政
府

の
役

割
に

関
し

て
、

政
策

の

理
論

と
そ

の
解

決
策

を
具

体
的

な
事

例

か
ら

学
ぶ

。

◎
◎

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

政
策

論
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

5-
03

E
22

1-
23

5-
04

人
々

の
基

本
的

な
労

働
と

生
活

を
保

障

す
る

の
が

社
会

政
策

で
あ

り
、

わ
が

国

で
は

厚
生

労
働

省
の

管
轄

と
な

る
。

雇

用
保

障
・

生
活

保
障

に
つ

い
て

、
こ

れ

ま
で

の
展

開
、

現
状

と
今

後
を

政
策

論

的
に

論
じ

る
。

雇
用

保
障

・
生

活
保

障
は

ま
す

ま
す

重

要
性

を
増

し
つ

つ
あ

り
、

そ
れ

ら
の

位

相
を

掘
り

下
げ

て
学

習
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
現

代
日

本
に

お
け

る
課

題
や

問

題
点

を
把

握
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

◎
◎

日
本

経
済

論
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

4-
03

E
22

1-
23

4-
04

先
進

国
の

中
で

も
最

も
速

く
進

む
少

子

高
齢

化
が

今
後

の
日

本
経

済
に

与
え

る

影
響

や
、

世
界

経
済

の
中

に
お

け
る

日

本
経

済
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

。

少
子

高
齢

化
が

に
経

済
成

長
と

財
政

・

社
会

保
障

問
題

に
与

え
る

影
響

や
、

貿

易
や

直
接

投
資

が
日

本
経

済
に

与
え

る

影
響

に
つ

い
て

の
議

論
を

理
解

で
き

る

よ
う

に
な

る
。

◎
◎

国
際

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

4-
05

E
22

1-
23

4-
06

ミ
ク

ロ
経

済
学

や
マ

ク
ロ

経
済

学
の

理

論
を

も
と

に
国

際
貿

易
と

国
際

金
融

の

基
礎

的
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

国
際

経
済

学
の

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ

と
で

国
際

経
済

の
中

に
置

か
れ

て
い

る

日
本

の
状

況
を

把
握

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル

な
眼

を
養

う
。

◎
◎

金
融

論
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

6-
01

E
22

1-
23

6-
02

金
融

論
Ａ

で
は

、
貨

幣
や

金
利

、
金

融

市
場

に
つ

い
て

学
ん

で
い

く
。

金
融

論

Ｂ
で

は
、

デ
リ

バ
テ

ィ
ブ

や
フ

ァ
イ

ナ

ン
ス

を
概

観
す

る
。

理
解

を
深

め
る

た

め
、

関
連

す
る

マ
ク

ロ
統

計
や

金
融

に

関
す

る
ト

ピ
ッ

ク
的

な
話

題
も

盛
り

込

ん
で

い
く

。

金
融

論
Ａ

で
は

金
融

の
基

礎
的

な
仕

組

み
を

、
金

融
論

Ｂ
で

は
デ

リ
バ

テ
ィ

ブ

や
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

仕
組

み
を

理
解

す

る
こ

と
で

、
新

聞
や

ニ
ュ

ー
ス

で
報

道

さ
れ

る
現

実
の

金
融

の
動

き
を

理
解

で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◎
◎

財
政

学
Ａ

・
Ｂ

E
22

1-
23

5-
01

E
22

1-
23

5-
02

国
の

歳
出

・
歳

入
構

造
及

び
予

算
制

度

を
学

ん
だ

上
で

，
財

政
赤

字
問

題
，

税

制
改

革
及

び
社

会
保

障
財

政
を

検
討

す

る
。

最
終

的
に

は
高

齢
社

会
に

お
け

る

財
政

健
全

化
及

び
持

続
可

能
な

財
政

運

営
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

た
い

。

国
の

財
政

制
度

を
体

系
的

に
理

解
で

き

る
と

と
も

に
，

財
政

赤
字

の
要

因
と

そ

の
解

消
，

高
齢

社
会

を
乗

り
切

る
た

め

の「
税

・
社

会
保

障
の

一
体

改
革

」に
つ

い
て

，
自

ら
の

政
策

論
を

展
開

で
き

る

能
力

を
培

う
。

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

ミ
ク

ロ
経

済
学

Ⅲ

E
23

1-
23

1-
03

ミ
ク

ロ
経

済
学

III
で

は
、

一
般

均
衡

理

論
を

説
明

す
る

。一
般

均
衡

理
論

と
は

、

複
数

の
財

を
消

費
す

る
消

費
者

と
生

産

者
の

市
場

に
お

け
る

取
引

を
分

析
す

る

理
論

で
、

大
学

の
経

済
学

部
で

学
ぶ

標

準
的

な
経

済
理

論
で

あ
る

。
1年

次
配

当
科

目
で

あ
る

ミ
ク

ロ
経

済
学

Iと
IIの

内
容

を
用

い
る

。
ま

た
、

数
式

を
多

用

す
る

た
め

、
経

済
数

学
Iと

IIの
内

容
の

復
習

を
必

要
と

す
る

。
大

学
院

進
学

を

目
指

す
場

合
、

こ
の

授
業

の
内

容
の

理

解
は

必
要

な
の

で
、

進
学

を
希

望
す

る

場
合

は
受

講
を

勧
め

る
。

・
選

好
関

係
と

効
用

関
数

の
関

係
に

つ

い
て

説
明

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

。

・
消

費
者

の
最

適
化

問
題

を
解

い
て

需

要
関

数
を

導
出

で
き

る
こ

と
｡

・
エ

ッ
ジ

ワ
ー

ス
ボ

ッ
ク

ス
を

説
明

で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

・
生

産
者

の
最

適
化

問
題

を
解

い
て

供

給
関

数
を

導
出

で
き

る
こ

と
｡

・
ワ

ル
ラ

ス
均

衡
を

求
め

ら
れ

る
こ

と
。

・
パ

レ
ー

ト
効

率
性

に
つ

い
て

説
明

で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

・
厚

生
経

済
学

の
第

一
基

本
定

理
を

説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
｡

◎
◎

マ
ク

ロ
経

済
学

Ⅲ

E
23

1-
23

1-
06

マ
ク

ロ
経

済
学

Ⅰ
・

Ⅱ
の

内
容

を
も

と

に
、

主
に

景
気

循
環

理
論

と
経

済
成

長

理
論

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
経

済
成

長

理
論

で
は

、
供

給
サ

イ
ド

に
注

目
し

た

理
論

と
、

需
要

サ
イ

ド
に

注
目

し
た

理

論
の

両
方

を
扱

う
。本

講
義

を
通

じ
て

、

経
済

全
体

の
活

動
水

準
が

変
化

す
る

仕

組
み

と
、

経
済

全
体

の
量

的
規

模
が

拡

大
す

る
仕

組
み

を
学

ぶ
。

・
投

資
が

需
要

サ
イ

ド
と

供
給

サ
イ

ド

に
与

え
る

影
響

を
説

明
す

る
こ

と
が

で

き
る

。

・
基

本
的

な
景

気
循

環
理

論
の

要
点

を

理
解

し
、

景
気

変
動

の
仕

組
み

を
説

明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
基

本
的

な
経

済
成

長
理

論
の

要
点

を

理
解

し
、

経
済

成
長

の
仕

組
み

を
説

明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

計
量

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

3-
03

E
33

1-
23

3-
04

経
済

理
論

や
数

学
を

用
い

て
経

済
モ

デ

ル
を

構
築

し
、

現
実

に
観

測
さ

れ
た

経

済
デ

ー
タ

を
用

い
て

統
計

的
に

モ
デ

ル

を
推

定
・

検
定

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ

ン
を

行
う

こ
と

を
通

じ
て

、
数

量
的

に

経
済

事
象

の
分

析
を

行
う

。

記
述

統
計

、
最

小
二

乗
法

、
重

回
帰

モ

デ
ル

、
回

帰
モ

デ
ル

の
検

定
等

の
基

礎

知
識

を
用

い
て

、
数

量
的

に
経

済
事

象

を
分

析
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

◎

社
会

思
想

史

E
33

1-
23

2-
03

古
代

か
ら

近
代

、
現

代
ま

で
の

メ

ジ
ャ

ー
な

思
想

家
は

社
会

に
つ

い
て

、

ど
の

よ
う

に
把

握
し

、
人

間
は

ど
の

よ

う
な

社
会

に
生

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い

と
考

え
た

か
を

振
り

返
る

。

メ
ジ

ャ
ー

な
思

想
家

の
仕

事
を

知
っ

て
、

社
会

に
つ

い
て

の
多

様
な

見
方

が

あ
る

こ
と

を
認

識
す

る
。

◎
◎

◎

日
本

経
済

史
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

7-
03

E
33

1-
23

7-
04

７
世

紀
か

ら
21

世
紀

初
頭

ま
で

の
日

本
の

対
外

関
係

や
政

策
に

加
え

て
、

生

産
・

流
通

・
消

費
の

諸
側

面
を

含
め

た
多

様
な

側
面

か
ら

経
済

史
を

捉
え

る
。

日
本

経
済

の
歴

史
的

変
遷

を
理

解
し

て
、

現
代

の
経

済
状

況
を

歴
史

的
視

点

か
ら

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

専
門

知

識
を

身
に

つ
け

る
。

◎
◎

◎
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カ
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ラ
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マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

西
洋

経
済

史
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

7-
05

E
33

1-
23

7-
06

西
洋

経
済

史
A

は
中

世
か

ら
近

世
、

西

洋
経

済
史

B
は

近
代

か
ら

現
代

を
対

象

期
間

と
し

て
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と

ア
メ

リ

カ
の

発
展

に
つ

い
て

講
義

し
ま

す
。

市

場
、

資
本

主
義

、
産

業
革

命
・

工
業

化
、

戦
後

経
済

秩
序

の
形

成
を

キ
ー

ワ
ー

ド

と
し

て
、

現
在

の
社

会
が

ど
の

よ
う

に

形
成

さ
れ

て
き

た
の

か
に

つ
い

て
経

済

史
の

側
面

か
ら

議
論

し
ま

す
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と

ア
メ

リ
カ

を
対

象
と

し

て
、

社
会

を
形

作
る

制
度

の
成

り
立

ち

を
理

解
し

、
現

代
に

お
け

る
諸

課
題

を

理
解

で
き

る
よ

う
な

る
た

め
に

経
済

史

に
か

ん
す

る
専

門
的

知
識

を
身

に
つ

け

る
。

◎
◎

◎

労
働

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

5-
07

E
33

1-
23

5-
08

標
準

的
な

労
働

経
済

学
を

講
義

す
る

。

労
働

経
済

学
Ａ

で
は

労
働

市
場

の
理

論

分
析

と
労

働
市

場
の

現
状

、
労

働
経

済

学
Ｂ

で
は

労
働

経
済

学
の

理
論

の
応

用

や
人

的
資

源
管

理
論

な
ど

を
扱

う
。

経
済

学
の

基
礎

理
論

が
賃

金
や

雇
用

の

問
題

を
分

析
す

る
際

に
ど

の
よ

う
に

応

用
さ

れ
る

の
か

を
理

解
す

る
こ

と
、

労

働
に

関
す

る
統

計
を

読
み

解
く

こ
と

が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

が
目

標
で

あ

る
。

◎
◎

環
境

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

4-
15

E
33

1-
23

4-
16

環
境

経
済

学
の

基
本

的
概

念
、

考
え

方

に
つ

い
て

詳
し

く
わ

か
り

や
す

く
講

義

す
る

。
環

境
経

済
学

の
課

題
と

方
法

、

現
代

資
本

主
義

と
環

境
破

壊
の

メ
カ

ニ

ズ
ム

、
環

境
ガ

バ
ナ

ン
ス

論
、

環
境

費

用
論

、
環

境
の

経
済

的
評

価
な

ど
に

つ

い
て

、
事

例
に

基
づ

い
て

説
明

す
る

。

環
境

経
済

学
の

テ
ー

マ
に

則
し

て
、

基

礎
的

概
念

と
し

て
、「

環
境

と
は

何
か

」

「
サ

ス
テ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
と

は
何

か
」「

人

間
と

自
然

の
あ

い
だ

の
物

質
代

謝
」「

廃

棄
物

の
経

済
学

的
分

析
」「

地
球

環
境

問
題

」な
ど

ス
ラ

イ
ド

や
ビ

デ
オ

も
使

用
し

て
理

解
を

進
め

る
。

◎
◎

環
境

政
策

論

E
33

1-
23

4-
23

環
境

問
題

は
経

済
問

題
で

あ
る

こ
と

を

踏
ま

え
て

、
環

境
問

題
を

経
済

学
的

視

点
か

ら
検

討
す

る
。

そ
し

て
、「

地
球

温
暖

化
防

止
」、

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

」、

「
廃

棄
物

の
削

減
」、

「
生

物
多

様
性

の

保
全

」な
ど

を
テ

ー
マ

に
し

て
、

環
境

問
題

の
緩

和
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

環

境
政

策
(経

済
的

手
法

)が
用

い
ら

れ
て

い
る

か
を

説
明

す
る

。

環
境

問
題

が
発

生
す

る
基

本
的

な
原

因

が
経

済
活

動
に

あ
る

こ
と

を
理

解
し

、

環
境

問
題

の
緩

和
や

解
決

に
は

経
済

活

動
に

影
響

を
与

え
る

環
境

政
策

が
必

要

な
こ

と
を

理
解

す
る

。
そ

し
て

、
そ

う

し
た

環
境

政
策

が
ど

の
よ

う
な

経
路

で

経
済

活
動

に
影

響
を

与
え

る
の

か
を

理

解
す

る
。

◎
◎

◎

都
市

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

4-
17

E
33

1-
23

4-
18

都
市

の
集

積
の

経
済

お
よ

び
付

け
値

地

代
の

理
論

を
学

ぶ
こ

と
に

よ
っ

て
、

農

業
、

工
業

、
商

業
、

住
宅

、
観

光
の

立

地
を

明
ら

か
に

し
て

、
都

市
の

空
間

構

造
を

理
解

す
る

。

都
市

の
立

地
構

造
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

っ

て
、

商
圏

お
よ

び
レ

ジ
ャ

ー
・

観
光

施

設
の

分
析

に
応

用
す

る
こ

と
が

で
き

る

よ
う

に
な

り
、こ

れ
ら

と
関

連
す

る「
ま

ち
づ

く
り

」に
つ

い
て

の
理

解
を

深

め
る

。

◎
◎
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の
デ
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ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
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授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

公
共

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
23

5-
05

E
23

1-
23

5-
06

公
共

経
済

学
A

で
は

、
ミ

ク
ロ

経
済

学

を
応

用
し

て
、

公
共

財
が

存
在

す
る

市

場
に

お
け

る
資

源
配

分
と

そ
の

効
率

性

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
公

共
経

済
学

B

で
は

、
外

部
性

と
呼

ば
れ

る
問

題
に

つ

い
て

説
明

す
る

。
外

部
性

に
は

負
の

外

部
性

と
正

の
外

部
性

と
呼

ば
れ

る
も

の

が
あ

り
、

負
の

外
部

性
を

学
習

す
る

こ

と
は

公
害

問
題

や
環

境
問

題
の

理
解

に

つ
な

が
り

、
正

の
外

部
性

を
学

習
す

る

こ
と

は
教

育
や

医
療

に
関

す
る

問
題

の

理
解

に
つ

な
が

る
。

春
学

期
開

講
の

公

共
経

済
学

A
で

説
明

す
る

公
共

財
と

合

わ
せ

て
学

習
す

る
こ

と
で

、
様

々
な

社

会
問

題
を

理
論

的
に

理
解

し
、

解
決

方

法
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
公

共
財

と
は

何
か

説
明

で
き

る
よ

う

に
な

る
こ

と
。

・
公

共
財

に
関

す
る

サ
ミ

ュ
エ

ル
ソ

ン

条
件

を
説

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

・
ゲ

ー
ム

理
論

の
基

本
を

理
解

す
る

こ

と
。

・
囚

人
の

ジ
レ

ン
マ

の
ゲ

ー
ム

を
用

い

て
公

共
財

の
た

だ
乗

り
問

題
を

説
明

で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

・
ク

ラ
ー

ク
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
す

る

こ
と

。

・
外

部
性

と
は

何
か

を
説

明
で

き
る

よ

う
に

な
る

こ
と

。

・
外

部
性

が
存

在
す

る
と

き
に

資
源

配

分
が

非
効

率
的

に
な

る
こ

と
を

説
明

で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
。

・
外

部
性

の
解

決
方

法
に

つ
い

て
説

明

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

。

・
展

開
形

ゲ
ー

ム
を

理
解

で
き

る
こ

と
。

・
部

分
ゲ

ー
ム

完
全

均
衡

を
求

め
る

こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

◎
◎

農
業

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
41

1-
01

E
23

1-
41

1-
02

農
業

が
安

全
な

食
料

の
供

給
だ

け
で

な

く
、

環
境

保
全

や
国

土
管

理
と

い
っ

た

多
面

的
機

能
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

を

学
び

、
こ

れ
ら

の
機

能
発

揮
の

た
め

に

必
要

な
制

度
や

政
策

、
市

場
の

状
態

に

つ
い

て
理

解
す

る
。

現
代

の
農

業
問

題
の

背
景

を
知

り
、

制

度
や

政
策

、
市

場
が

問
題

解
決

の
た

め

に
有

効
に

機
能

す
る

た
め

に
は

ど
う

し

た
ら

よ
い

の
か

、
自

ら
の

意
見

を
述

べ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

農
業

政
策

論

E
33

1-
41

1-
03

現
代

の
食

料
・

農
業

・
農

村
の

政
策

課
題

に
つ

い
て

学
び

、
日

欧
米

諸
国

に
お

け

る
政

策
動

向
や

オ
ル

タ
ナ

テ
ィ

ブ
の

追

求
に

つ
い

て
、

家
族

農
業

経
営

に
焦

点

を
当

て
な

が
ら

理
解

を
深

め
る

。

(1
)食

料
・

農
業

・
農

村
政

策
に

関
す

る

専
門

的
な

キ
ー

ワ
ー

ド
を

理
解

し
用

い

る
こ

と
が

で
き

る
、

(2
)世

界
の

主
要

な
食

料
・

農
業

・
農

村
政

策
に

つ
い

て
、

そ
の

背
景

と
目

的
、

効
果

と
課

題
を

説

明
で

き
る

、
(3

)世
界

の
食

料
・

農
業

・

農
村

政
策

の
潮

流
と

そ
の

変
化

、
日

本

の
役

割
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
、

こ

と
を

到
達

目
標

と
す

る
。

◎
◎

◎
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デ
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プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

現
代

産
業

論
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
23

4-
07

E
23

1-
23

4-
08

現
代

の
高

度
に

発
展

し
た

経
済

は
、

様
々

な
生

産
活

動
＝

産
業

か
ら

成
り

立
っ

て
い

る
。

Ａ
で

は
産

業
間

の
関

係

（
産

業
連

関
）と

現
代

日
本

の
産

業
構

造

に
つ

い
て

学
ぶ

。
Ｂ

で
は

日
本

の
産

業

構
造

の
変

化
と

経
済

成
長

に
つ

い
て

学

ぶ
。

Ａ
：

分
業

の
意

義
や

産
業

間
の

関
係（

産

業
連

関
）な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

Ｂ
：

産
業

構
造

の
変

化
と

そ
の

要
因

、

戦
後

の
日

本
経

済
に

お
け

る
産

業
構

造

の
変

化
と

経
済

成
長

な
ど

に
つ

い
て

理

解
す

る
。

◎
◎

企
業

経
済

学

E
33

1-
23

8-
02

企
業

の
構

造
や

意
思

決
定

、
取

引
、

戦

略
な

ど
の

企
業

経
営

を
め

ぐ
る

基
本

的

な
ト

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
ミ

ク
ロ

経
済

学

の
考

え
方

を
応

用
し

て
体

系
的

に
解

説

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

本
講

義
を

受
講

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学

生
は

市
場

の
仕

組
み

を
経

済
学

の
視

点

か
ら

よ
り

詳
し

く
学

び
、

ビ
ジ

ネ
ス

と

経
済

の
つ

な
が

り
に

つ
い

て
、

理
解

を

深
め

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

◎
◎

社
会

保
障

論

E
33

1-
23

5-
11

社
会

保
障

の
発

展
過

程
を

概
観

す
る

こ

と
で

そ
の

役
割

や
理

念
等

を
理

解
し

、

そ
の

上
で

、
と

く
に

日
本

に
お

け
る

社

会
保

障
制

度
の

課
題

を
検

討
す

る
。

日
本

の
現

行
社

会
保

障
制

度
が

直
面

し

て
い

る
具

体
的

な
課

題
を

理
解

し
、

そ

れ
に

つ
い

て
自

分
自

身
の

意
見

が
持

て

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

産
業

組
織

論

E
33

1-
23

4-
14

市
場

支
配

力
を

生
み

出
す

企
業

戦
略

の

考
え

方
を

身
に

つ
け

る
と

同
時

に
、

そ

う
し

た
市

場
が

生
み

出
す

効
率

性
の

問

題
や

、
そ

れ
ら

に
対

処
す

る
た

め
の

経

済
政

策
に

つ
い

て
学

ん
で

い
く

。

１
．

価
格

差
別

に
つ

い
て

そ
の

種
類

や

特
徴

を
理

解
で

き
る

。

２
．

費
用

逓
減

産
業

に
お

け
る

規
制

に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

３
．

ゲ
ー

ム
理

論
を

用
い

た
企

業
間

競

争
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

４
．

合
併

の
事

例
や

効
果

に
つ

い
て

理

解
で

き
る

。

◎
◎

地
域

経
済

論

E
23

1-
23

4-
09

地
域

の
経

済
・

産
業

の
特

色
・

課
題

や
、

そ
れ

ら
の

基
礎

を
な

す
地

域
経

済
の

構

造（
し

く
み

）に
つ

い
て

、
理

論
・

歴
史

・

デ
ー

タ
を

参
照

し
な

が
ら

学
習

す
る

。

パ
ソ

コ
ン

で
の

分
析

実
習

も
行

う
。

①
地

域
分

類
ご

と
に

、各
地

域
の

経
済

・

産
業

の
特

色
・

課
題

を
知

る
。

②
地

域
経

済
の

基
礎

を
な

す
地

域
経

済

の
構

造
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

③
地

元（
市

町
村

な
ど

）の
地

域
経

済
に

つ
い

て
自

分
な

り
に

分
析

し
把

握
で

き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎
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カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

中
小

企
業

論

E
33

1-
23

8-
05

日
本

の
企

業
の

な
か

で
中

小
企

業
は

９
９

％
を

占
め

て
い

る
。

も
と

も
と

経

営
学

と
い

う
学

問
は

主
に

大
企

業
を

対

象
と

し
て

形
づ

く
ら

れ
て

い
る

が
、

経

営
学

部
で

学
ぶ

か
ら

に
は

９
９

％
と

い

う
中

小
企

業
に

も
関

心
を

寄
せ

て
ほ

し

い
。

本
講

義
で

は
、

中
小

企
業

お
よ

び

そ
の

経
営

・
戦

略
に

つ
い

て
、

正
し

く

理
解

す
る

こ
と

を
狙

い
と

す
る

。

経
営

学
部

の
他

の
授

業
で

は
ま

と
ま

っ

て
学

ぶ
機

会
の

な
い

中
小

企
業

を
対

象

と
し

て
い

る
た

め
、

中
小

企
業

の
概

念

規
定

か
ら

始
め

て
、

中
小

企
業

の
存

立

形
態

、
経

営
・

戦
略

上
の

特
徴

、
経

営

者
の

役
割

に
つ

い
て

学
習

す
る

。
そ

う

し
た

学
習

を
通

じ
て

、
大

企
業

と
中

小

企
業

と
の

違
い

に
つ

い
て

具
体

的
に

明

確
な

説
明

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

◎
◎

国
際

貿
易

論
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
23

4-
10

E
23

1-
23

4-
11

現
在

の
経

済
は

貿
易

を
無

視
す

る
こ

と

は
で

き
ず

、
欧

米
や

ア
ジ

ア
各

国
と

の

貿
易

が
日

本
経

済
を

左
右

し
て

い
る

状

況
で

あ
る

。
貿

易
の

基
礎

理
論

と
そ

の

影
響

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

自
由

貿
易

、
国

際
収

支
や

Ｔ
Ｐ

Ｐ
、

経

済
連

携
協

定
な

ど
貿

易
に

関
し

た
話

題

は
日

々
途

絶
え

る
こ

と
が

な
い

。
そ

の

言
葉

の
意

味
や

目
的

、
政

策
選

択
が

及

ぼ
す

影
響

な
ど

を
理

解
す

る
知

識
が

習

得
で

き
る

。

◎
◎

国
際

金
融

論
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
23

6-
04

E
23

1-
23

6-
05

国
際

金
融

に
関

す
る

基
礎

的
な

用
語

、

理
論

、
制

度
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
新

聞

や
雑

誌
を

使
っ

て
時

事
的

な
問

題
に

つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

国
際

金
融

の
用

語
、

理
論

、
制

度
の

枠

組
み

に
関

す
る

知
識

を
身

に
つ

け
る

こ

と
に

よ
り

、
現

実
に

起
こ

っ
て

い
る

国

際
金

融
の

複
雑

な
問

題
を

正
し

く
理

解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

開
発

経
済

学
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
23

4-
19

E
23

1-
23

4-
20

新
興

諸
国

に
お

け
る

貧
困

・
人

口
爆

発
・

教
育

衛
生

問
題

、
開

発
独

裁
な

ど
が

先

進
諸

国
で

の
繁

栄
と

同
時

進
行

し
て

い

る
現

代
的

課
題

に
つ

い
て

理
論

的
な

考

察
を

行
う

。

地
球

規
模

で
の

所
得

格
差

が
経

済
の

グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

と
も

に
拡

大
し

て
い

る

現
状

を
理

解
す

る
こ

と
に

よ
り

、
開

発

援
助

や
国

際
協

力
に

対
す

る
ポ

ジ
テ

ィ

ブ
な

識
見

を
培

養
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

◎

ア
ジ

ア
経

済
論

E
33

1-
23

4-
21

日
・

韓
自

動
車

産
業

の
も

の
づ

く
り

型

の
比

較
を

通
じ

て
、

自
動

車
や

家
電

か

ら
イ

ン
フ

ラ
お

よ
び

重
工

業
の

分
野

に

ま
で

広
が

る
日

本
の

製
造

業
の

可
能

性

を
展

望
す

る
。

製
造

業
も

の
づ

く
り

の
史

的
な

転
換

と

技
術

的
進

歩
の

仕
組

み
が

解
り

、
も

の

づ
く

り
を

基
盤

と
す

る
製

造
業

ビ
ジ

ネ

ス
と

業
界

の
将

来
に

つ
い

て
見

極
め

る

基
礎

的
能

力
が

培
わ

れ
る

。

◎
◎

◎

欧
米

経
済

論

E
33

1-
23

4-
22

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

社
会

・
経

済
が

現
代

に

至
る

ま
で

い
か

な
る

経
緯

を
経

て
成

立

し
た

の
か

を
理

解
し

、
こ

れ
を

ふ
ま

え

て
今

日
の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
社

会
が

抱
え

る

問
題

つ
い

て
考

え
る

。

講
義

を
通

じ
て

得
た

知
識

な
ど

に
基

づ

い
て

、
問

題
の

源
泉

が
ど

こ
に

あ
り

、

ど
の

よ
う

な
経

緯
を

経
て

今
日

的
な

問

題
と

な
っ

て
い

る
の

か
を

理
解

す
る

。

そ
の

上
で

、
そ

れ
ら

の
問

題
に

つ
い

て

自
分

な
り

の
意

見
を

確
立

す
る

こ
と

を

目
指

す
。

◎
◎

◎
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デ
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プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

多
国

籍
企

業
論

E
33

1-
23

8-
01

企
業

の
経

済
活

動
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

の

急
速

な
進

展
に

よ
っ

て
今

や
業

種
を

問

わ
ず

大
企

業
と

と
も

に
中

堅
・

中
小

企

業
も

多
国

籍
化

し
て

き
て

い
る

。
そ

こ

で
企

業
が

多
国

籍
化

す
る

基
礎

理
論

と

実
践

的
な

知
識

の
両

方
を

学
習

す
る

。

現
代

で
は

大
企

業
や

中
堅

企
業

に
限

ら

ず
中

小
企

業
や

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
ま

で

が
多

国
籍

化
を

余
儀

な
く

さ
れ

て
い

る
。

な
ぜ

企
業

は
多

国
籍

化
す

る
の

か

を
戦

略
面

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

面

を
中

心
に

体
系

的
に

理
解

し
、

実
践

で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◎
◎

金
融

シ
ス

テ
ム

論

E
23

1-
23

6-
03

前
半

で
は

、
我

が
国

の
金

融
機

関
の

業

態
、

機
能

、
取

り
扱

う
金

融
商

品
に

つ

い
て

学
ぶ

。
後

半
で

は
、

金
融

シ
ス

テ
ム

安
定

化
の

た
め

に
実

施
さ

れ
る

プ

ル
ー

デ
ン

ス
政

策
に

つ
い

て
学

ぶ
。

我
が

国
の

金
融

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

各

種
金

融
機

関
の

役
割

を
知

る
と

と
も

に
、

金
融

シ
ス

テ
ム

安
定

化
政

策
の

重

要
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

◎
◎

金
融

政
策

論

E
33

1-
23

6-
06

中
央

銀
行

の
役

割
や

金
融

政
策

の
効

果
・

手
段

、
金

融
政

策
の

歴
史

に
つ

い

て
学

ぶ
。

理
解

を
深

め
る

た
め

、
金

融

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

的
な

話
題

も
盛

り

込
ん

で
い

く
。

金
融

政
策

の
目

的
・

手
段

・
効

果
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

現
実

に
行

わ

れ
て

い
る

金
融

政
策

が
実

体
経

済
に

及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

理
解

・
説

明
す

る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

◎
◎

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

論

E
33

1-
23

6-
07

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

は
資

金
の

流
れ

に
伴

う

広
い

領
域

を
対

象
と

す
る

が
、

本
講

義

で
は

資
金

の
運

用
サ

イ
ド

か
ら

み
た

投

資
理

論
と

調
達

サ
イ

ド
か

ら
み

た
コ

ー

ポ
レ

ー
ト

・
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

基
礎

を

学
ぶ

。

投
資

理
論

や
コ

ー
ポ

レ
ー

ト
・

フ
ァ

イ

ナ
ン

ス
を

学
ぶ

こ
と

に
よ

り
、

資
本

市

場
に

お
け

る
資

産
価

格
の

決
定

、
企

業

に
お

け
る

資
金

調
達

や
投

資
案

件
の

評

価
、

投
資

家
に

よ
る

資
産

運
用

、
の

仕

組
み

や
方

法
が

分
か

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

地
方

財
政

論
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

5-
09

E
33

1-
23

5-
10

地
方

の
歳

出
・

歳
入

構
造

及
び

予
算

制

度
を

学
ん

だ
上

で
，

地
方

税
制

，
国

と

地
方

と
の

財
政

的
関

係
，

地
方

分
権

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
最

終
的

に
は

，

「
活

力
あ

る
，

豊
か

な
地

方
」を

確
立

す

る
た

め
の

政
策

論
を

展
開

し
て

い
き

た

い
。

地
方

の
財

政
制

度
，

地
方

税
制

及
び

国

と
地

方
の

財
政

的
関

係
を

学
ぶ

こ
と

に

よ
っ

て
，

自
ら

が
帰

属
す

る
県

や
市

町

村
の

財
政

状
況

の「
良

し
悪

し
」を

分
析

で
き

る
能

力
を

培
う

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

会
計

学
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
24

0-
01

E
23

1-
24

0-
02

会
計

と
は

、
経

済
主

体
の

経
済

活
動

に

つ
い

て
、

関
わ

り
を

持
つ

人
々

が
、

事

情
を

分
か

っ
た

上
で

判
断

や
意

思
決

定

が
で

き
る

よ
う

に
、

彼
ら

に
説

明
す

る

社
会

的
な

行
為

で
あ

る
。

会
計

と
は

何

か
か

ら
始

め
、

会
計

の
基

本
的

な
知

識

と
考

え
方

を
習

得
す

る
。

会
計

の
考

え
方

を
身

に
つ

け
、

会
計

に

関
す

る
幅

広
い

知
識

を
習

得
す

る
。

財

務
諸

表
を

読
ん

で
判

断
や

意
思

決
定

を

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

租
税

制
度

論
A・

B

E
23

1-
21

2-
03

赤
字

財
政

が
続

く
今

、
国

民
に

は
い

ず

れ
さ

ら
な

る
租

税
負

担
が

求
め

ら
れ

る

こ
と

に
な

る
。

財
政

の
問

題
や

租
税

の

役
割

な
ど

お
金

の
面

か
ら

政
策

を
考

え

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

財
政

や
租

税

法
の

基
本

原
則

、
問

題
点

、
ま

た
種

々

の
個

別
税

法
の

仕
組

み
、

税
務

調
査

や

更
正

・
決

定
処

分
な

ど
税

金
に

関
す

る

基
礎

的
事

項
を

学
習

す
る

。

生
活

す
る

上
で

必
要

な
種

々
の

税
金

（
租

税
）の

基
礎

知
識

、
税

金
の

算
出

方

法
、

計
算

過
程

、
税

金
に

関
す

る
問

題

の
対

処
法

な
ど

を
理

解
す

る
。

◎
◎

◎

経
済

情
報

論
Ａ

・
Ｂ

E
33

1-
23

4-
26

E
33

1-
70

8-
01

経
済

活
動

に
お

け
る

最
新

の
IC

T活
用

事
例

や
日

本
の

IC
Tに

よ
る

経
済

成
長

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

知
る

の
と

同
時

に
、

社

会
変

化
の

裏
側

に
あ

る
IC

Tの
知

識
を

理
解

す
る

。
そ

の
後

、
社

会
を

支
え

高

度
な

経
済

分
析

に
も

有
用

な
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

着
目

し
、

そ
の

理
論

や
技

能

を
学

ぶ
。

IC
Tが

経
済

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い

て
知

る
こ

と
が

で
き

る
の

に
加

え
て

、

IC
Tの

知
識

を
学

習
す

る
こ

と
で

汎
用

的
か

つ
応

用
可

能
な

情
報

に
関

す
る

素

養
が

身
に

つ
く

。さ
ら

に
、デ

ー
タ

ベ
ー

ス
理

論
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

管
理

シ
ス

テ
ム（

A
cc

es
s）

の
技

能
が

習
得

で
き

、

経
済

デ
ー

タ
の

管
理

と
い

っ
た

こ
と

が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎

経
済

情
報

処
理

A

E
23

1-
23

3-
05

経
済

分
野

に
お

け
る

実
例

に
ふ

れ
な

が

ら
、

数
値

計
算

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
機

能
、

グ
ラ

フ
作

成
、

関
数

設
定

な
ど

を
学

習

す
る

。
E

xc
el

の
操

作
方

法
と

い
っ

た

ス
キ

ル
の

修
得

に
と

ど
ま

ら
ず

、
課

題

に
対

し
て

自
ら

考
え

、
そ

の
結

果
を

ま

と
め

て
い

く
能

力
を

養
う

。

経
済

分
析

の
初

歩
的

な
情

報
処

理
の

知

識
と

技
能

が
習

得
で

き
、

レ
ポ

ー
ト

や

卒
業

論
文

の
作

成
、

就
職

後
の

ビ
ジ

ネ

ス
実

務
で

活
用

で
き

る
情

報
処

理
能

力

が
身

に
つ

く
。

◎

経
済

情
報

処
理

B

E
23

1-
23

3-
06

民
間

企
業

や
政

府
・

自
治

体
で

は
、

経

済
の

動
き

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

収
支

な

ど
を

予
測

し
て

、
そ

の
結

果
を

判
断

に

活
か

す
こ

と
が

多
い

。
こ

の
と

き
に

利

用
さ

れ
る

、
数

式
モ

デ
ル

を
使

っ
た

シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
と

方
法

に

つ
い

て
実

践
的

に
学

習
す

る
。

①
数

式
モ

デ
ル

を
使

っ
た

シ
ミ

ュ
レ

ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

②
必

要
に

な
る

基
礎

的
な

数
学

と

エ
ク

セ
ル

関
数

を
身

に
つ

け
る

。
③

表

計
算

ソ
フ

ト（
エ

ク
セ

ル
）を

使
っ

て
基

本
的

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る

よ
う

に
な

る
。

◎

国
際

法
Ａ

・
Ｂ

E
23

1-
21

3-
01

E
23

1-
21

3-
02

条
約

や
慣

習
法

に
関

す
る

国
際

法
の

基

礎
か

ら
、

人
権

、
環

境
、

経
済

等
国

際

法
上

の
個

別
テ

ー
マ

ま
で

体
系

的
に

学

び
、

現
代

国
際

社
会

が
国

際
法

に
よ

り

規
律

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
理

解

を
深

め
る

。

国
際

法
の

基
礎

的
・

体
系

的
知

識
を

修

得
す

る
と

と
も

に
、

国
際

社
会

に
お

け

る
歴

史
上

の
事

実
や

時
事

問
題

に
つ

い

て
国

際
法

の
観

点
か

ら
評

価
す

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

財
務

会
計

論
Ⅰ

・
Ⅱ

E
33

1-
24

0-
03

E
33

1-
24

0-
04

Ａ
：

21
世

紀
の

会
計

の
展

開
方

向
を

確

認
し

な
が

ら
、

そ
れ

を
支

援
す

る
会

計

シ
ス

テ
ム

と
し

て
の

共
益

三
元

簿
記

の

概
要

を
説

明
す

る
。

Ｂ
：

21
世

紀
の

会
計

の
展

開
方

向
を

確

認
し

な
が

ら
、

そ
の

展
開

を
指

導
す

る

新
概

念
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、

新
旧

の
違

い
を

明
ら

か
に

し
て

、
近

年

姿
を

現
し

て
き

た
会

計
の

大
転

換
の

内

容
を

説

明
す

る
。

Ａ
：

１
．

パ
チ

ョ
ー

リ
の

神
聖

簿
記

論

の
理

念
を

理
解

す
る

。

２
．

新
し

い
会

計
シ

ス
テ

ム
の

構
造

を

理
解

す
る

。

３
．

資
本

主
説

と
企

業
主

体
説

の
違

い

を
理

解
す

る

Ｂ
：

１
．

新
旧

の
概

念
フ

レ
ー

ム
ワ

ー

ク
の

違
い

を
理

解
す

る
。

２
．

新
し

い
会

計
が

新
資

本
主

義
へ

の

移
行

を
促

す
こ

と
を

理
解

す
る

。

３
．

営
利

会
計

と
非

営
利

会
計

の
統

合

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

◎
◎

国
際

会
計

論
Ⅰ

E
33

1-
24

0-
05

国
際

会
計

の
目

標
は

｢ど
こ

の
国

で
作

ら
れ

た
も

の
で

あ
っ

て
も

、
国

際
的

に

理
解

さ
れ

、
情

報
の

利
用

者
が

、
適

切

な
判

断
と

意
思

決
定

が
で

き
る

よ
う

な

会
計

情
報

を
つ

く
り

だ
し

、
伝

達
す

る

こ
と

」で
あ

る
。

そ
の

会
計

情
報

は
｢一

組
の

国
際

的
な

会
計

基
準

｣に
基

づ
い

て
作

成
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

講

義
で

は
、

一
組

の
国

際
的

な
会

計
基

準

の
必

要
性

と
各

国
の

会
計

シ
ス

テ
ム

に

つ
い

て
学

習
す

る
。

一
組

の
国

際
的

な
会

計
基

準
の

必
要

性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

各
国

の
会

計
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
説

明

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
国

際
的

な
会

計

基
準

の
調

和
化

お
よ

び
統

合
に

つ
い

て

説
明

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

◎
◎

国
際

会
計

論
Ⅱ

E
33

1-
24

0-
06

国
際

会
計

の
目

標
は

｢ど
こ

の
国

で
作

ら
れ

た
も

の
で

あ
っ

て
も

、
国

際
的

に

理
解

さ
れ

、
情

報
の

利
用

者
が

、
適

切

な
判

断
と

意
思

決
定

が
で

き
る

よ
う

な

会
計

情
報

を
つ

く
り

だ
し

、
伝

達
す

る

こ
と

」で
あ

る
。

そ
の

会
計

情
報

は
｢一

組
の

国
際

的
な

会
計

基
準

｣に
基

づ
い

て
作

成
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

こ
の

講

義
で

は
、

一
組

の
国

際
的

な
会

計
基

準

の
具

体
的

な
現

れ
で

あ
る

国
際

会
計

基

準
審

議
会

に
よ

る
国

際
財

務
報

告
基

準

の
内

容
と

そ
れ

に
よ

る
国

際
的

統
合

に

つ
い

て
学

習
す

る
。

会
計

基
準

の
国

際
的

調
和

化
か

ら
統

合

へ
の

歩
み

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

国
際

的
会

計
基

準
の

設
定

機
関

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
よ

う
に

す

る
。

IF
R

S
に

準
拠

し
て

作
成

さ
れ

た

財
務

諸
表

を
読

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う

に
す

る
。

国
際

的
な

会
計

基
準

の
統

合

に
よ

っ
て

よ
り

良
き

社
会

が
実

現
で

き

る
か

に
つ

い
て

自
分

の
考

え
を

述
べ

る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

Ⅰ
・

Ⅱ

E
33

1-
23

9-
01

E
33

1-
23

9-
02

企
業

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

と
は

、

「
動

態
的

に
変

化
し

て
い

く
市

場
や

環

境
に

対
し

、
企

業
が

創
造

的
に

適
応

し

て
い

く
対

市
場

活
動

」で
あ

る
。

こ
の

授
業

で
は

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
の

体

系
の

う
ち

、
基

礎
的

・
総

論
的

な
内

容

に
つ

い
て

学
ぶ

。

ビ
ジ

ネ
ス

に
お

い
て

必
要

と
さ

れ
る

、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

基
礎

的
な

概
念

や

理
論

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
、

将

来
、

自
ら

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
を

策

定
し

、
実

行
す

る
た

め
の

基
本

的
な

能

力
を

修
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

グ
ロ

ー
バ

ル
・

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

論

E
33

1-
23

9-
03

経
済

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

伴
い

、
ビ

ジ

ネ
ス

は
多

面
的

に
展

開
さ

れ
る

。
本

講

座
で

は
、

国
際

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

つ

い
て

、
概

要
と

諸
理

論
に

関
す

る
基

礎

と
、

そ
の

応
用

事
例

を
学

ぶ
こ

と
で

、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

全
体

像
を

理
解

す

る
。

国
際

情
勢

に
お

け
る

経
済

の
仕

組
み

、

経
営

活
動

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

の
位

置
づ

け
を

理
解

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

社
会

に
お

け
る

多
様

性
に

考

え
を

及
ぼ

す
こ

と
が

で
き

る
。

こ
れ

に

よ
り

問
題

点
の

発
見

、
原

因
の

解
析

、

そ
の

解
決

策
に

つ
い

て
多

面
的

に
考

察

す
る

態
度

を
養

う
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

総
合

民
法

E
23

1-
21

6-
01

民
法

の
中

で
、

財
産

の
帰

属
や

取
引

に

関
わ

る
財

産
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。
財

産

法
の

基
礎

に
あ

た
る

民
法

総
則

、
物

の

帰
属

や
移

転
に

関
わ

る
物

権
法

、
契

約

や
貸

金
の

回
収

に
関

わ
る

債
権

法
の

中

か
ら

、
経

済
活

動
に

と
っ

て
特

に
重

要

な
項

目
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

民
法

に
つ

い
て

の
大

ま
か

な
知

識
を

獲

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

問
題

が
生

じ

た
際

に
、

そ
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め

の
考

え
方

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き

る
。

◎

租
税

法
Ａ（

基
礎

）

E
23

1-
21

2-
01

本
講

義
で

は
、

最
近

の
租

税
に

関
す

る

事
例

を
題

材
と

し
て

、
租

税
法

の
基

本

原
則

、
税

金
の

種
類

と
計

算
方

法
、

申

告
と

納
税

、
税

務
調

査
と

不
服

申
立

て

な
ど

基
本

的
事

項
を

修
得

す
る

。

租
税

法
の

基
礎

知
識

を
修

得
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
経

済
取

引

に
お

け
る

予
測

可
能

性
を

確
保

す
る

た

め
の

税
務

の
知

識
を

養
う

こ
と

が
で

き

る
。

◎

企
業

と
法

E
23

1-
21

6-
02

本
講

義
で

は
、

会
社

に
つ

い
て

の
法

的

な
概

念
に

つ
い

て
学

ん
だ

上
で

、
会

社

法
の

内
容

の
中

核
で

あ
る

株
式

会
社

を

め
ぐ

る
法

規
制

の
基

礎
を

学
ぶ

。

会
社

の
役

員
が

会
社

の
運

営
を

行
う

う

え
で

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
規

範

の
基

礎
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ま
た

、
法

的
視

点
か

ら
見

た
株

式
会

社

の
あ

り
様

に
つ

い
て

の
知

識
が

身
に

つ

く
。

◎

行
政

法
Ⅰ（

総
論

）
A

E
23

1-
21

2-
02

行
政

法
の

全
体

像
お

よ
び

行
政

法
総

論

の
基

礎
的

知
識

を
学

ぶ
。

行
政

法
の

基
本

原
理

や
独

自
の

し
く

み

を
理

解
し

、
論

理
的

文
章

で
説

明
で

き

る
。

◎

行
政

法
Ⅰ（

総
論

）
B

E
33

1-
21

2-
03

行
政

法
総

論
の

現
代

的
課

題
に

関
す

る

発
展

的
知

識
を

学
ぶ

。

行
政

活
動

に
対

す
る

法
的

統
制

の
現

状

を
分

析
し

、
論

理
的

文
章

で
説

明
で

き

る
。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

行
政

法
Ⅱ（

各
論

）

E
33

1-
21

2-
01

行
政

救
済

法
な

ど
の

行
政

法
領

域
に

関

す
る

発
展

的
知

識
を

学
ぶ

。

各
領

域
に

お
け

る
行

政
法

理
論

の
動

向

を
分

析
し

、
論

理
的

文
章

で
説

明
で

き

る
。

◎

中
部

経
済

論

E
23

1-
23

4-
12

［
財

務
省

東
海

財
務

局
の

提
携

講
座

］

財
務

本
省

及
び

東
海

財
務

局
な

ど
の

現

役
財

務
省

職
員

が
講

師
と

し
て

登
壇

し
、

財
務

省
・

金
融

庁
の

視
点

か
ら「

財

政
」「

税
制

」「
金

融
」等

に
つ

い
て

講

義
が

展
開

さ
れ

る
。

財
政

、
金

融
及

び
経

済
等

に
関

す
る

実

践
的

な
知

識
を

身
に

つ
け

る
。

◎

地
域

ビ
ジ

ネ
ス

論

E
23

1-
23

8-
03

本
講

義
の

テ
ー

マ
は

，
商

業
を

中
心

に

地
域

に
根

差
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
の

の
活

性

化
策

を
模

索
す

る
こ

と
で

あ
る

。
停

滞

ま
た

は
衰

退
地

域
の

ビ
ジ

ネ
ス（

商
業

集
積

、
商

店
）の

活
性

化
お

よ
び

ま
ち

づ
く

り
進

め
る

た
め

の
理

論
的

枠
組

み

と
実

践
的

手
法

を
学

ぶ
。

地
域

ビ
ジ

ネ
ス

活
性

化
は

ま
ち

づ
く

り

と
関

連
す

る
こ

と
か

ら
、

履
修

者
が

、

地
域

資
源

調
査

、
街

区
調

査
、

立
地

分

析
、都

市
計

画
、生

活
者

行
動

調
査

等
々

の
手

法
に

よ
り

問
題

を
分

析
し

、
地

域

ビ
ジ

ネ
ス

活
性

化
と

ま
ち

づ
く

り
の

提

言
が

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎

エ
リ

ア
・

リ
サ

ー
チ

Ⅰ

E
23

2-
23

4-
13

地
域

経
済

の
振

興
を

担
う

シ
ン

ク
タ

ン

ク（
政

策
研

究
機

関
）で

あ
る

中
部

圏
社

会
経

済
研

究
所

と
連

携
し

、
地

域
経

済

を
分

析
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識
や

事

例
等

を
学

ぶ
。

地
域

経
済

に
関

す
る

知
識

、
経

済
分

析

手
法

の
把

握
す

る
素

養
、

そ
れ

ら
を

駆

使
し

て
地

域
経

済
に

対
す

る
提

案
を

行

う
力

、
さ

ら
に

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を

行
う

こ
と

で
協

働
的

実
践

力
が

身
に

つ

く
。

◎
◎

エ
リ

ア
・

リ
サ

ー
チ

Ⅱ

E
23

2-
23

9-
05

こ
の

講
義

で
は

、
中

部
地

域
に

立
地

す

る
企

業
の

事
例

研
究

を
行

う
。

こ
の

事

例
研

究
は

、
我

が
国

の
中

で
も

製
造

業

が
集

積
す

る
地

域
の

ひ
と

つ
で

あ
る

中

部
地

域
の

製
品

戦
略

を
組

織
間

関
係

の

視
点

で
学

習
す

る
こ

と
に

あ
る

。

こ
の

講
義

で
は

、
製

品
化

、
組

織
間

関

係
、

ブ
ラ

ン
ド

戦
略

を
中

心
に

、
中

部

地
区

に
お

け
る

企
業

の
事

例
研

究
を

通

し
て

企
業

の
優

位
性

と
課

題
を

見
出

す

力
を

養
っ

て
い

く
。

そ
の

た
め

に
は

、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
関

連
科

目
の

理
解

も

深
め

て
い

く
。

◎
◎

エ
リ

ア
・

リ
サ

ー
チ

Ⅲ

E
23

2-
23

8-
06

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
画

を
通

じ
、

実
践

的

な
学

び
を

行
う

。
グ

ル
ー

プ
単

位
の

活

動
が

メ
イ

ン
と

な
り

、
集

団
で

の
成

果

実
現

に
関

す
る

感
覚

も
磨

か
れ

る
。

自

ら
の

能
力

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

を
伸

ば

す
た

め
の

更
な

る
学

習
に

つ
な

げ
て

い

く
。

(1
) 成

果
の

達
成

、
(2

) 成
果

達
成

に

関
連

す
る

個
と

集
団

と
の

関
係

、
学

外

者
と

の
関

係
維

持
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

厳
し

さ
や

愉
し

さ
な

ど
を

実
践

を
通

じ

て
生

き
た

言
葉

で
表

現
で

き
る

よ
う

に

な
る

こ
と

、
(3

)自
ら

の
能

力
理

解
に

つ
い

て
表

明
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と

が
目

標
で

あ
る

。

◎
◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

専
門

演
習

Ⅰ

E
23

2-
84

2-
01

４
年

次「
卒

業
論

文
」執

筆
の

基
礎

と
な

る
研

究
方

法
・

論
文

執
筆

の
基

本
的

な

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

を
学

ぶ
と

と
と

も
に

、

演
習

テ
ー

マ
に

関
連

す
る

基
礎

的
な

文

献
を

輪
読

し
、

少
人

数
に

よ
る

討
論

を

行
い

、
専

門
分

野
の

理
解

を
深

め
る

。

専
門

分
野

の
基

礎
的

内
容

を
理

解
で

き

る
と

と
も

に
、

文
献

の
読

み
方

、
関

連

資
料

・
デ

ー
タ

の
収

集
の

仕
方

、レ
ジ

ュ

メ
の

書
き

方
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

と
討

論
の

仕
方

と
い

っ
た

、
学

び
の

基

礎
的

能
力

を
身

に
つ

け
、

そ
れ

を
実

践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

◎
◎

専
門

演
習

Ⅱ

E
33

2-
84

2-
02

演
習

テ
ー

マ
に

関
連

す
る

問
題

に
つ

い

て
さ

ら
に

文
献

・
資

料
を

読
み

進
み

、

相
互

に
討

論
す

る
な

か
で

テ
ー

マ
を

掘

り
下

げ
て

い
き

、
卒

業
論

文
の

研
究

テ
ー

マ
を

探
る

。

演
習

テ
ー

マ
に

関
す

る
専

門
的

問
題

に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
や

討
論

を
と

お
し

て
課

題
を

設

定
す

る
能

力
を

身
に

つ
け

、
卒

業
論

文

を
準

備
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

◎
◎

専
門

演
習

Ⅲ

E
43

2-
84

2-
03

専
門

演
習

Ⅱ
ま

で
の

学
び

の
成

果
を

踏

ま
え

て
、

よ
り

い
っ

そ
う

専
門

的
な

問

題
に

つ
い

て
文

献
読

解
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

討
論

な
ど

を
通

じ
て

そ

の
理

解
を

深
め

る
。

そ
の

う
え

で
、

演

習
に

お
け

る
学

び
の

総
合

と
し

て
卒

業

論
文

の
完

成
を

目
指

す
。

専
門

的
な

個
人

研
究

テ
ー

マ
を

設
定

し

て
、

そ
れ

に
関

す
る

研
究

を
主

体
的

に

進
め

る
こ

と
が

で
き

、
課

題
を

解
決

す

る
力

を
身

に
つ

け
て

卒
業

論
文

を
構

想

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎

◎
◎

卒
業

論
文

E
43

6-
84

5-
01

専
門

演
習

Ⅰ
・

Ⅱ
・

Ⅲ
の

学
び

の
な

か
か

ら
、

卒
業

論
文

の
テ

ー
マ

を
具

体
的

に

決
定

し
て

、
そ

れ
に

関
連

す
る

文
献

の

収
集

と
精

読
を

行
い

、
論

文
の

完
成

を

目
指

す
。

卒
業

論
文

の
テ

ー
マ

に
関

す
る

参
考

文

献
や

デ
ー

タ
を

広
く

収
集

し
、

論
点

を

整
合

的
に

整
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

論
文

の
編

別
構

成
を

適
切

に
組

み
立

て
、

論
理

的
な

文
章

を
も

っ
て

論
文

を

執
筆

す
る

こ
と

で
き

る
。

◎
◎

◎
◎

専
門

講
読

Ⅰ（
英

語
）

E
21

2-
84

3-
01

経
済

学
の

各
分

野
や

ト
ピ

ッ
ク

ス
に

関

す
る

基
礎

的
な

内
容

の
英

語
文

献
を

読

み
、

経
済

学
の

専
門

用
語

や
そ

の
内

容

を
理

解
す

る
。

基
礎

的
な

内
容

の
英

語
文

献
を

精
読

す

る
こ

と
に

よ
っ

て
英

語
読

解
力

を
高

め

る
と

と
も

に
、

経
済

学
と

経
済

諸
問

題

を
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

◎
◎

専
門

講
読

Ⅱ（
英

語
）

E
21

2-
84

3-
02

経
済

学
の

各
分

野
や

ト
ピ

ッ
ク

ス
に

関

す
る

発
展

的
な

内
容

の
英

語
文

献
を

読

み
、

経
済

学
に

関
す

る
諸

問
題

の
理

解

を
深

め
る

。

発
展

的
な

内
容

の
英

語
文

献
を

精
読

す

る
こ

と
に

よ
っ

て
英

語
読

解
力

を
向

上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

経
済

学
と

経
済

諸
問

題
を

深
く

理
解

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

◎
◎

専
門

講
読

Ⅲ（
英

語
）

E
31

2-
84

3-
03

経
済

学
の

各
分

野
や

ト
ピ

ッ
ク

ス
に

関

す
る

、
よ

り
専

門
的

お
よ

び
応

用
的

な

内
容

の
英

語
文

献
を

読
み

、
経

済
学

に

関
す

る
専

門
的

諸
問

題
の

理
解

を
深

め

る
。

専
門

的
・

応
用

的
な

内
容

の
英

語
文

献

を
精

読
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
英

語
読

解

力
を

磨
く

と
と

も
に

、
専

門
的

な
経

済

諸
問

題
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎
◎
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済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

経
済

学
特

講
Ⅰ

E
33

1-
23

8-
04

民
間

企
業

の
管

理
部

門
で

勤
務

経
験

の

あ
る

教
員

が
、

そ
の

経
験

を
活

か
し

、

企
業

活
動

の
土

台
を

支
え

る
ガ

バ
ナ

ン

ス
、

内
部

統
制

、
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン

ト
と

い
う

経
営

管
理

に
関

す
る

項
目

を

説
明

し
、

企
業

の
社

会
的

な
責

任
に

つ

い
て

考
察

す
る

。

企
業

の
持

続
的

な
存

続
に

不
可

欠
な

項

目
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

関
連

す
る

新

聞
記

事
を

読
み

、
自

分
の

意
見

を
述

べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ

の
内

容
を

理
解

し
、

論
理

的
根

拠
に

基

づ
く

意
思

決
定

を
行

う
。

グ
ル

ー
プ

討

議
で

最
適

解
を

導
く

協
働

を
実

践
で

き

る
。

◎
◎

経
済

学
特

講
Ⅱ

E
33

1-
23

4-
25

イ
ン

ド
を

中
心

に
南

ア
ジ

ア
地

域
の

経

済
発

展
の

特
徴

・
形

態
に

つ
い

て
、

そ

の
背

景
や

要
因

を
経

済
的

な
視

点
だ

け

で
な

く
政

治
的

、
文

化
的

な
視

点
を

含

め
て

考
察

す
る

。

現
代

の
南

ア
ジ

ア
経

済
に

関
す

る
基

本

的
な

知
識

を
習

得
し

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化

が
進

む
中

で
身

近
に

な
り

つ
つ

あ
る

南

ア
ジ

ア
社

会
に

関
心

を
持

ち
、

自
分

の

生
活

と
も

密
接

に
結

び
つ

い
て

い
る

こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。

◎
◎

◎

経
済

学
特

講
Ⅲ

E
33

1-
23

4-
27

社
会

主
義

経
済

と
社

会
主

義
市

場
経

済

と
い

う
時

代
背

景
の

下
で

、
現

代
中

国

経
済

成
長

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。具

体
的

に
は

、

計
画

経
済

か
ら

社
会

主
義

市
場

経
済

へ

の
移

行
、

W
TO

加
盟

後
に

お
け

る
各

時
期

の
出

来
事（

制
度

・
政

策
的

、
経

済

的
な

側
面

）に
つ

い
て

、
さ

ま
ざ

ま
な

視
点

か
ら

取
り

上
げ

る
。

さ
ら

に
、

中

国
経

済
の

特
徴

、
成

長
要

因
、

経
済

政

策
な

ど
の

基
礎

を
解

説
す

る
。

な
ぜ

中
国

経
済

は
他

の
先

進
国

と
は

異

な
る

歩
み

で
こ

こ
ま

で
成

長
で

き
た

の

か
、

中
国

経
済

が
世

界
の

中
で

ど
の

よ

う
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
の

か
を

理

解
す

る
。

ま
た

、
物

事
を

捉
え

る
際

に

は
、

政
治

的
な

視
点

だ
け

で
な

く
、

歴

史
的

お
よ

び
制

度
的

な
視

点
か

ら
考

え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。

◎
◎

◎

経
済

学
特

講
Ⅳ

E
23

1-
23

4-
24

現
在

さ
ま

ざ
ま

な
課

題
を

抱
え

る
日

本

で
あ

る
が

、
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

廃

墟
の

中
か

ら
甦

っ
て

き
た

歴
史

が
あ

る
。

そ
れ

は
ど

う
し

て
可

能
に

な
っ

た

の
か

。
東

西
冷

戦
と

い
う

現
代

史
の

中

で
、

今
後

に
生

か
す

ヒ
ン

ト
を

得
る

。

日
本

と
世

界
の

現
代

史
と

現
状

を
把

握

す
る

方
法

を
学

び
取

り
、

そ
れ

ら
を

基

盤
に

し
て

将
来

の
社

会
の

在
り

方
と

自

ら
の

対
応

の
仕

方
を

、
自

分
の

力
で

で

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

身
に

つ

け
る

。

◎

経
済

学
特

講
Ⅴ

E
23

1-
23

5-
12

政
治（

行
政

）は
社

会
の

あ
ら

ゆ
る

分
野

と
深

い
か

か
わ

り
を

持
つ

。
政

治
の

実

態
を

知
る

こ
と

は
、

地
域

社
会

や
経

済

の
課

題
を

理
解

す
る

う
え

で
き

わ
め

て

重
要

で
あ

る
。

知
事

・
市

長
の

経
験

か

ら
等

身
大

の
政

治（
行

政
）の

姿
を

伝
え

た
い

。

多
面

的
な

も
の

の
見

方
や

そ
の

背
後

に

あ
る

真
実

を
見

抜
く

力
を

養
っ

て
ほ

し

い
。

政
治

に
関

心
の

あ
る

学
生

を
大

い

に
歓

迎
す

る
。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

経
済

学
特

講
Ⅵ

E
23

1-
23

5-
13

Fi
na

nc
ia

l l
ite

ra
cy

養
成

を
目

標
と

す

る
。

い
か

な
る

経
済

主
体

も
金

融
か

ら

無
関

係
で

い
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

プ

ル
ー

デ
ン

ス
政

策（
健

全
性

確
保

）を
中

心
に

、
金

融
と

の
か

か
わ

り
に

お
い

て

政
府

、
企

業
、

家
計

の
取

る
べ

き
行

動

を
検

討
す

る
。

新
聞

、
一

般
経

済
雑

誌
の

金
融

関
係

記

事
を

理
解

し
た

う
え

で
論

評
し

、
銀

行

証
券

保
険

会
社

の
実

務
家

と
ひ

と
と

お
り

の
議

論
が

で
き

る
レ

ベ
ル

を
目

指

す
。

◎

経
済

学
特

講
Ⅶ

E
23

1-
23

6-
09

我
が

国
が

直
面

す
る

財
政

問
題

に
つ

い

て
そ

の
現

状
、

原
因

、
対

策
を

研
究

す

る
。

デ
ー

タ
に

よ
る

客
観

的
な

認
識

を

基
に

、
問

題
を

把
握

し
、

解
決

策
を

探

る
総

合
的

戦
略

的
な

構
想

力
を

養
成

す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

財
政

を
社

会
保

険
、

公
共

事
業

体
も

含

め
て

公
的

資
源

配
分

に
よ

る
行

政
機

能
、

国
民

サ
ー

ビ
ス

の
裏

付
け

と
し

て

考
察

し
て

い
く

。
行

政
を

め
ぐ

る
広

範

な
議

論
に

対
し

、
筋

を
通

し
て

対
応

で

き
る

骨
太

な
政

策
能

力
養

成
を

目
指

す
。

◎

キ
ャ

リ
ア

英
語

Ⅲ
・

Ⅳ

E
23

1-
14

4-
03

E
23

1-
14

4-
04

実
用

的
な

英
語

力
、

特
に

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ー

ン
で

生
か

せ
る

英
語

力
の

育
成

を

目
指

し
て

、
TO

E
IC

を
中

心
と

し
た

演

習
を

行
う

。

1年
次

に
受

験
し

た
TO

E
IC

で
の

ス
コ

ア
が

、
学

生
に

お
い

て
ア

ッ
プ

す
る

よ

う
に

目
指

す
。

具
体

的
な

ス
コ

ア
は

学

生
の

習
熟

度
に

よ
っ

て
異

な
る

が
、

一

つ
の

目
標

と
し

て
、

前
年

度
よ

り
も

50
-1

00
点

の
ア

ッ
プ

を
目

指
す

。

◎
◎

ビ
ジ

ネ
ス

英
語

Ａ
・

Ｂ

E
33

1-
14

3-
01

E
33

1-
14

3-
02

ビ
ジ

ネ
ス

に
広

く
使

え
る

英
語

力
の

育

成
を

目
指

す
。

英
字

新
聞

の
記

事
、

英

語
経

済
雑

誌
の

記
事

を
読

み
な

が
ら

、

実
践

的
な

英
語

表
現

を
数

多
く

演
習

し

た
り

、
英

語
で

の
電

子
メ

ー
ル

を
練

習

す
る

。

辞
書

や
IC

T端
末

を
用

い
て

、
英

字
新

聞
や

英
語

で
の

経
済

誌
の

内
容

が
把

握

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
英

語
で

基

礎
的

な
電

子
メ

ー
ル

が
作

成
で

き
る

よ

う
に

す
る

。

◎
◎

キ
ャ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
Ⅰ

E
13

1-
86

1-
01

大
学

4年
間

を
有

意
義

に
過

ご
し

、
変

化
の

著
し

い
社

会
に

自
信

を
も

っ
て

踏

み
出

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

自
律

的

な
自

己
成

長
に

つ
な

が
る

行
動

様
式

を

学
ぶ

。自
己

分
析

や
社

会
理

解
を

進
め

、

視
野

を
広

げ
な

が
ら

、
効

果
的

目
標

を

設
定

す
る

力
、

行
動

計
画

を
作

成
す

る

力
、

行
動

を
振

り
返

る
力

を
身

に
つ

け

る
。

ま
た

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
を

と
お

し
て

、
他

者

と
協

力
す

る
力

を
体

験
的

に
身

に
つ

け

る
。

大
学

生
活

の
充

実
の

た
め

の
目

標
を

設

定
し

、
そ

の
実

現
の

た
め

に
行

動
で

き

る
。

自
分

の
潜

在
的

な
可

能
性

を
見

つ
け

出

し
、

そ
れ

を
伸

張
す

る
た

め
に

行
動

で

き
る

。

自
己

理
解

を
深

め
、

他
者

に
表

現
で

き

る
基

礎
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

が

身
に

つ
く

。

関
心

の
あ

る
職

業
世

界
に

つ
い

て
情

報

を
収

集
し

、
興

味
の

幅
を

広
げ

る
こ

と

が
で

き
る

。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

キ
ャ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
Ⅱ

E
23

1-
86

1-
01

卒
業

後
に

社
会

人
と

し
て

目
指

す
自

分

の
姿

を
明

確
に

し
、

そ
の

た
め

に
必

要

な
社

会
人

基
礎

力
を

養
う

。

社
会

人
と

し
て

求
め

ら
れ

る
思

考
力

や

行
動

力
を

、
演

習
を

通
し

て
体

験
的

に

学
ぶ

。
S

P
I試

験
の

内
容

を
理

解
し

、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
早

期
参

加
を

視

野
に

入
れ

、
応

募
書

類
を

作
成

し
て

面

接
練

習
を

行
う

な
ど

、
3年

次
の

本
格

的
な

就
職

活
動

へ
の

助
走

と
す

る
。

現
在

の
自

分
の「

人
間

力
」を

客
観

的
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

将
来

の
な

り
た

い
自

分
に

必
要

な
社

会

人
基

礎
力（

「
考

え
抜

く
力

」・
「

前
に

進

む
力

」・
「

チ
ー

ム
で

働
く

力
」）

を
実

践

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

卒
業

後
の

目
指

す
姿

に
近

づ
く

た
め

の

目
標

と
行

動
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

で

き
る

。

応
募

書
類

の
作

成
を

通
し

て
自

分
の

こ

と
を

相
手

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
ら

れ

る
よ

う
に

な
る

。

S
P

I試
験

問
題

の
内

容
を

理
解

し
対

応

で
き

る
力

を
つ

け
る

。

◎

キ
ャ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
Ⅲ

E
23

1-
86

1-
09

就
職

活
動

で
必

要
と

さ
れ

る
力

の
向

上

を
図

り
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク（
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
や

グ
ル

ー
プ

面

接
な

ど
）や

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

作
成

な
ど

実
践

中
心

の
内

容
と

す
る

。

社
会

人
と

し
て

特
に

求
め

ら
れ

る
問

題

解
決

へ
の

思
考

力
と

行
動

力
を

演
習

を

通
し

て
体

験
的

に
学

ぶ
。

大
学

の
学

び
を

将
来

の
社

会
に

お
け

る

自
己

実
現

に
つ

な
ぐ

た
め

、
自

身
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
つ

く
り

、
キ

ャ

リ
ア

形
成

力
や

キ
ャ

リ
ア

へ
の

意
識

、

マ
イ

ン
ド

を
養

う
。

自
己

に
つ

い
て

分
析

し
た

も
の

を
論

理

的
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

エ
ン

ト
リ

ー
シ

ー
ト

作
成

や
グ

ル
ー

プ

ワ
ー

ク
の

実
践

に
よ

り
、

主
体

的
に

就

職
活

動
に

臨
む

力
を

身
に

つ
け

る
。

自
己

の
人

間
力

を
基

盤
と

し
て

、
社

会

人
基

礎
力（

「
考

え
抜

く
力

」・
「

前
に

進

む
力

」・
「

チ
ー

ム
で

働
く

力
」）

を
社

会

で
活

か
す

こ
と

を
予

測
し

、
実

践
す

る

こ
と

が
で

き
る

。

自
己

の
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

を
含

め
た

「
ラ

イ
フ

デ
ザ

イ
ン

マ
ッ

プ
」を

つ
く

る
。

S
P

Iの
不

得
意

項
目

の
克

服
に

向

け
て

目
標

と
計

画
を

立
て

る
こ

と
が

で

き
る

。

◎
◎

産
官

民
提

携
講

座
Ⅰ

税
理

士
に

よ
る

租
税

講
座

E
23

1-
86

1-
02

税
務

の
専

門
家

で
あ

る
税

理
士

か
ら

、

税
法

、
税

制
や

会
計

に
つ

い
て

学
び

、

税
法

と
税

理
士

の
関

わ
り

や
税

理
士

業

務
の

意
義

と
役

割
に

つ
い

て
学

ぶ
。

税
法

、税
制

や
会

計
の

基
本

を
理

解
し

、

租
税

に
関

す
る

法
や

法
理

論
の

機
能

と

課
題

等
、

税
務

の
実

際
を

知
り

、
税

理

士
業

務
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

産
官

民
提

携
講

座
Ⅱ

E
23

1-
86

1-
03

「
自

分
事

」と
し

て
S

D
G

s（
持

続
可

能

な
開

発
目

標
）の

推
進

に
関

わ
り

、
他

者
や

社
会

を
巻

き
込

ん
で

、
S

D
G

sの

達
成

に
貢

献
す

る
た

め
に

必
要

な
知

識

を
幅

広
く

学
ぶ

。

(1
)S

D
G

sの
基

本（
理

念
、歴

史
、現

状
、

未
来

）を
説

明
で

き
る

。

(2
)身

近
な

ト
ピ

ッ
ク

に
即

し
て

S
D

G
s

の
重

要
性

を
説

明
で

き
る

。

(3
)「

自
分

事
」と

し
て

S
D

G
sを

捉
え

、

S
D

G
sの

達
成

に
資

す
る

具
体

的
な

行

動
変

容
の

あ
り

方
を

提
案

、
説

明
で

き

る
。

◎

産
官

民
提

携
講

座
Ⅲ

E
23

1-
86

1-
04

「
サ

ス
テ

イ
ナ

ブ
ル

・
ス

マ
ー

ト
」を

目

指
す

名
城

公
園

キ
ャ

ン
パ

ス
の

構
想

か

ら
建

築
に

関
わ

っ
た

実
務

家
、

省
C

O
₂

の
効

果
測

定
に

携
わ

る
研

究
者

を
招

き
、

キ
ャ

ン
パ

ス
を

フ
ィ

ー
ル

ド
と

し

て
理

想
と

現
実

を
行

き
来

し
な

が
ら

実

際
を

学
ぶ

。

ま
ず

地
球

温
暖

化
と

都
市

温
暖

化
の

実

際
を

理
解

し
、

次
い

で
省

C
O

₂を
実

現

す
る

需
要

と
供

給
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
、

工
学

的
及

び

建
築

学
的

条
件

の
最

先
端

技
術

を
学

ぶ
。

◎

産
官

民
提

携
講

座
Ⅳ

E
23

1-
86

1-
05

産
業

界
や

行
政

の
み

で
は

対
応

で
き

な

い
問

題
に

、
市

民
セ

ク
タ

ー
が

ど
の

よ

う
な

取
り

組
み

を
し

て
い

る
か

を
学

ぶ

実
務

家
講

義
で

あ
る

。
社

会
問

題
の

解

決
に

人
を

巻
き

込
み

な
が

ら
果

敢
に

挑

戦
す

る
実

務
者

(企
業

・
行

政
・

N
P

O
な

ど
)を

講
師

と
し

て
招

聘
す

る
、

社
会

連
携

セ
ン

タ
ー

が
提

供
す

る「
地

域
・

社

会
連

携
コ

ー
ス

」の
ひ

と
つ

で
あ

る
。

第
1に

、
社

会
課

題
と

そ
の

課
題

解
決

の
方

法
・

実
践

を
学

び
、

生
活

者
と

し

て
の

視
野

を
広

げ
、

自
分

も
実

践
で

き

る
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

第

2に
、

講
師

と
の

対
話

や
グ

ル
ー

プ
で

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

と
お

し
て

、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

産
官

民
提

携
講

座
Ⅴ

E
23

1-
86

1-
06

名
古

屋
市

内
の

商
店

街
を

フ
ィ

ー
ル

ド

と
し

て
、

現
地

踏
査

、
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

等

を
含

め
、

商
店

街
の

問
題

、
課

題
を

分

析
、課

題
解

決
の

た
め

の
提

案
を

行
う

。

学
習

活
動

は
受

講
生

で
構

成
す

る
チ

ー

ム
単

位
で

行
い

、
商

店
街

に
課

題
解

決

プ
ラ

ン
を

提
案

す
る

。

①
課

題
解

決
の

手
法

の
修

得
と

ス
キ

ル

ア
ッ

プ

②
商

店
街

等
地

域
属

性
の

調
査

、
分

析

手
法

の
周

知
と

修
得

③
今

日
の

都
市

問
題

の
理

解
と

そ
の

解

決
へ

の
基

本
的

視
点

の
獲

得

④
地

域
社

会
の

課
題

に
対

し
て

有
用

で

独
自

性
の

あ
る

提
案

力
の

獲
得

◎
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経
済

学
部

　
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

経
済

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

ポ
リ

シ
ー

（
D

P
）

授
業

科
目

名

科
目

ナ
ン

バ
ー

授
業

の
概

要
授

業
の

到
達

目
標

E
-D

P
1

E
-D

P
-2

E
-D

P
-3

E
-D

P
-4

E
-D

P
-5

基
礎

的
学

士
力

基
盤

的
学

士
力

発
展

的
学

士
力

総
合

的
学

士
力

実
践

的
学

士

E
-D

P
1-

1
E

-D
P

1-
2

E
-D

P
1-

3
E

-D
P

1-
4

E
-D

P
1-

5
E

-D
P

2-
1

E
-D

P
2-

2
E

-D
P

3-
1

E
-D

P
3-

2
E

-D
P

3-
3

E
-D

P
4-

1
E

-D
P

4-
2

E
-D

P
4-

3
E

-D
P

4-
4

E
-D

P
5

E
-D

P
6

E
-D

P
7

理
論

的
基

礎
力

数
量

的
理

解
力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力

Ｉ
Ｃ

Ｔ
処

理
能

力

文
化

的
理

解
力

問
題

発
見

力

論
理

的

思
考

力

応
用

的

分
析

力

問
題

解
決

力

協
働

的

実
践

力

実
践

的

応
用

力

倫
理

的

判
断

力

総
合

的

構
想

力

生
涯

学
習

力

基
礎

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

社
会

人
基

礎
力

応
用

的

キ
ャ

リ
ア

形
成

力

産
官

民
提

携
講

座
Ⅵ

E
23

1-
86

1-
07

社
会

保
険

労
務

士（
社

労
士

）の
仕

事
領

域
を

知
る

こ
と

を
通

じ
て

、
社

会
的

課

題
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

、「
働

き
方

改
革

」

や「
女

性
活

躍
推

進
」と

い
っ

た
ト

ピ
ッ

ク
を

学
ぶ

こ
と

を
と

お
し

て
、

健
全

な

働
き

方
に

つ
い

て
実

践
的

に
理

解
す

る

こ
と

が
で

き
る

。

ま
た

、
社

会
保

険
労

務
士

の
実

際
、

資

格
を

活
か

し
た

働
き

方
、

労

働
法

・
社

会
保

険
関

連
の

基
礎

知
識

を

学
修

す
る

。

ワ
ー

ク
ル

ー
ル

の
理

解
、

社
会

保
険

労

務
士

の
実

際
、

資
格

を
活

か
し

た
働

き

方
、

労
働

法
・

社
会

保
険

関
連

の
基

礎

知
識

を
活

用
し

、
現

実
の

事
象

を
説

明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

E
33

9-
86

1-
08

企
業

や
行

政
機

関
な

ど
実

際
の

職
場

で

の
就

業
体

験
を

と
お

し
て

、
働

く
こ

と

の
意

味
や

就
職

に
向

け
て

準
備

す
べ

き

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

考
え

る
。

事
前

研

修
、

事
前

訪
問

、
事

後
報

告
会

に
よ

っ

て
研

究
成

果
を

高
め

る
。

就
業

体
験

を
と

お
し

て
大

学
で

の
学

修

成
果

を
実

践
し

、
協

働
の

場
で

活
躍

す

る
た

め
に

必
要

な
こ

と
を

再
認

識
す

る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

今
後

の
大

学

で
の

学
び

や
進

路
の

方
向

性
を

定
め

る

こ
と

が
で

き
る

。

◎

◎
・

・
・

D
P

達
成

の
た

め
に

、
特

に
重

要
な

事
項

〇
・

・
・

D
P

達
成

の
た

め
に

、
重

要
な

事
項

△
・

・
・

D
P

達
成

の
た

め
に

、
望

ま
し

い
事

項
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Ⅰ.

大
学
で
学
ぶ
た
め
に

Ⅱ.

履
修
関
連
事
項

Ⅲ..

授
業
・
試
験
・
成
績

Ⅳ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

Ⅴ.

諸
資
格
の
取
得

Ⅵ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

Ⅶ.

諸
規
則

Ⅶ. 諸規則
愛知学院大学学則・別表
※学則は大学ホームページで確認してください。

愛知学院大学履修に関する規程 
愛知学院大学試験に関する規程 
愛知学院大学試験における不正行為に関する規程
愛知学院大学 GPA 制度に関する内規
愛知学院大学特待生奨学金規程
愛知学院大学学生表彰規程
愛知学院大学学位記授与に関する規程
退学勧告の運用に関する細則
外国の大学等で修得した単位の認定要領
大学以外の教育施設等における学修に対する単位の認定要領
愛知学院大学仏教専修科規程
仏教専修科受講要領
※大学ホームページで確認してください。

緊急時の授業等取扱に関する内規（日進・名城公園キャンパス）
※大学ホームページで確認してください。

本学の個人情報保護に関する取組みについて
※大学ホームページで確認してください。

第 3 年次への進級に関する内規
卒業論文取扱い規程
単位互換履修（特別聴講）実施要領
※次ページ以降で確認してください。
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別表４
経済学部　経済学科

部門 分野 授業科目名
単位数

備考
必修 選択

教

養

教

育

科

目

宗 教 学 Ⅰ 2
4 単位修得

宗 教 学 Ⅱ 2

教

養

基

幹

科

目

教 養セミナー「 学 問 の 発 見 」Ⅰ 1
教 養セミナー「 学 問 の 発 見 」Ⅱ 1
教 養セミナー「 学 問 の 発 見 」Ⅲ 1
教 養セミナー「 学 問の発 見 」Ⅳ 1

人

文

系

心 理 学 Ⅰ 2
心 理 学 Ⅱ 2
哲 学 Ⅰ 2
哲 学 Ⅱ 2
論 理 学 Ⅰ 2
論 理 学 Ⅱ 2
文 学 Ⅰ 2
文 学 Ⅱ 2
美 術 Ⅰ 2
美 術 Ⅱ 2

社

会

系

法 学 Ⅰ 2
法 学 Ⅱ 2
政 治 学 Ⅰ 2
政 治 学 Ⅱ 2
社 会 学 Ⅰ 2
社 会 学 Ⅱ 2
教 育 学 Ⅰ 2
教 育 学 Ⅱ 2
歴 史 学 Ⅰ 2
歴 史 学 Ⅱ 2
地 理 学 Ⅰ 2
地 理 学 Ⅱ 2

自

然

系

数 学 Ⅰ 2
数 学 Ⅱ 2
統 計 学 Ⅰ 2
統 計 学 Ⅱ 2
物 理 学 Ⅰ 2
物 理 学 Ⅱ 2
化 学 Ⅰ 2
化 学 Ⅱ 2
生 物 学 Ⅰ 2
生 物 学 Ⅱ 2

主

題

系

仏 教 と 現 代 社 会 Ⅰ 2
仏 教 と 現 代 社 会 Ⅱ 2
禅 と 人 間 Ⅰ 2
禅 と 人 間 Ⅱ 2
生 命 に 関 す る 諸 問 題Ⅰ 2
生 命 に 関 す る 諸 問 題 Ⅱ 2
人 間 行 動 の 理 解 Ⅰ 2
人 間 行 動 の 理 解 Ⅱ 2
人 間 の 尊 厳 と 平 等 Ⅰ 2
人 間 の 尊 厳 と 平 等 Ⅱ 2
日 本 の 文 化 と 社 会 Ⅰ 2
日 本 の 文 化 と 社 会 Ⅱ 2
ア ジ ア の 文 化 と 社 会 Ⅰ 2
ア ジ ア の 文 化 と 社 会 Ⅱ 2
ヨーロッパ の 文 化と社 会Ⅰ 2
ヨーロッパの 文 化と社 会Ⅱ 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会Ⅰ 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅱ 2
人 間 と 環 境 Ⅰ 2
人 間 と 環 境 Ⅱ 2
情 報 と 社 会 Ⅰ 2
情 報 と 社 会 Ⅱ 2
産 業 と 科 学 Ⅰ 2
産 業 と 科 学 Ⅱ 2
ソ フ ト ウ ェ ア 概 論 Ⅰ 2
ソ フ ト ウ ェ ア 概 論 Ⅱ 2
健 康 の 科 学 2

外

国

語

科

目

英

語

英 語 Ⅰ ａ 1
英 語 Ⅱ ａ 1
英 語 Ⅰ ｂ 1
英 語 Ⅱ ｂ 1

ド
イ
ツ
語

ド イ ツ 語 Ⅰ 1
ド イ ツ 語 Ⅱ 1

中
国
語

中 国 語 Ⅰ 1
中 国 語 Ⅱ 1

韓
国
語

韓 国 語 Ⅰ 1
韓 国 語 Ⅱ 1

ス
ペ
イ
ン
語

ス ペ イ ン 語 Ⅰ 1
ス ペ イ ン 語 Ⅱ 1

文
化
事
情

ド イ ツ 文 化 事 情 2
中 国 文 化 事 情 2
韓 国 文 化 事 情 2
ス ペ イ ン 文 化 事 情 2

部門 分野 授業科目の名称
単位数

備考
必修 選択

教

養

教

育

科

目

外

国

語

科

目

エ

レ

ク

テ

ィ

ブ

科

目

英 会 話 Ⅰ 1
英 会 話 Ⅱ 1
英 会 話 Ⅲ 1
英 会 話 Ⅳ 1
メ デ ィ ア 英 語 Ⅰ 1
メ デ ィ ア 英 語 Ⅱ 1
メ デ ィ ア 英 語 Ⅲ 1
メ デ ィ ア 英 語 Ⅳ 1
英 語 表 現 法 Ⅰ 1
英 語 表 現 法 Ⅱ 1
英 語 表 現 法 Ⅲ 1
英 語 表 現 法 Ⅳ 1
英 語 読 解 法 Ⅰ 1
英 語 読 解 法 Ⅱ 1
英 語 読 解 法 Ⅲ 1
英 語 読 解 法 Ⅳ 1
実 践 英 語 Ⅰ 1
実 践 英 語 Ⅱ 1
実 践 英 語 Ⅲ 1
実 践 英 語 Ⅳ 1
ド イ ツ 語 Ⅰ（ 基 礎 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅱ（ 基 礎 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅲ（ 読 解 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅳ（ 読 解 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅲ（ 表 現 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅳ（ 表 現 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅲ（ 総 合 ） 1
ド イ ツ 語 Ⅳ（ 総 合 ） 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅰ 1
ド イ ツ 語 会 話 Ⅱ 1
中 国 語 Ⅰ（ 基 礎 ） 1
中 国 語 Ⅱ（ 基 礎 ） 1
中 国 語 Ⅲ（ 読 解 ） 1
中 国 語 Ⅳ（ 読 解 ） 1
中 国 語 Ⅲ（ 表 現 ） 1
中 国 語 Ⅳ（ 表 現 ） 1
中 国 語 Ⅲ（ 総 合 ） 1
中 国 語 Ⅳ（ 総 合 ） 1
中 国 語 会 話 Ⅰ 1
中 国 語 会 話 Ⅱ 1
フ ラ ン ス 語 Ⅰ（ 基 礎 ） 1
フ ラ ン ス 語 Ⅱ（ 基 礎 ） 1
フ ラ ン ス 語 Ⅲ（ 総 合 ） 1
フ ラ ン ス 語 Ⅳ（ 総 合 ） 1
韓 国 語 Ⅰ（ 基 礎 ） 1
韓 国 語 Ⅱ（ 基 礎 ） 1
韓 国 語 Ⅲ（ 読 解 ） 1
韓 国 語 Ⅳ（ 読 解 ） 1
韓 国 語 Ⅲ（ 表 現 ） 1
韓 国 語 Ⅳ（ 表 現 ） 1
韓 国 語 Ⅲ（ 総 合 ） 1
韓 国 語 Ⅳ（ 総 合 ） 1
韓 国 語 会 話 Ⅰ 1
韓 国 語 会 話 Ⅱ 1
韓 国 語 会 話 Ⅲ 1
韓 国 語 会 話 Ⅳ 1
ス ペ イ ン 語 Ⅰ（ 基 礎 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅱ（ 基 礎 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅲ（ 読 解 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅳ（ 読 解 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅲ（ 表 現 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅳ（ 表 現 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅲ（ 総 合 ） 1
ス ペ イ ン 語 Ⅳ（ 総 合 ） 1
ス ペ イ ン 語 会 話 Ⅰ 1
ス ペ イ ン 語 会 話 Ⅱ 1

健
康
総
合
科
学

科
目

ス ポ ー ツ 科 学 Ⅰ 1
2単位修得

ス ポ ー ツ 科 学 Ⅱ 1
ス ポ ー ツ 科 学 Ⅲ 1
ス ポ ー ツ 科 学 Ⅳ 1

海
外
事
情

科
目

海 外 事 情 Ⅰ 2
海 外 事 情 Ⅱ 2
海 外 事 情 Ⅲ 1
海 外 事 情 Ⅳ 1

22
単
位
以
上
修
得

4単位以上修得

4単位以上修得

4単位以上修得

4単位以上修得

 4単位修得（注1）

ドイツ語・中国語・韓国語・スペイン語
の中から1言語を選択して2単位修得

（注1）

 2単位修得（注1）
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部門 分野 授業科目名
単位数

備考
必修 選択

専

門

教

育

科

目

基

礎

科

目

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 2
ミ ク ロ 経 済 学 Ⅱ 2
マ ク ロ 経 済 学 Ⅰ 2
マ ク ロ 経 済 学 Ⅱ 2
経 済 数 学 Ⅰ 2
経 済 数 学 Ⅱ 2
キ ャ リ ア 英 語 Ⅰ 2
キ ャ リ ア 英 語 Ⅱ 2
情 報 リ テ ラ シ ー Ａ 2
情 報 リ テ ラ シ ー Ｂ 2

基

幹

科

目

経 済 統 計 学 Ａ 2
経 済 統 計 学 Ｂ 2
経 済 学 史 Ａ 2
経 済 学 史 Ｂ 2
一 般 経 済 史 Ａ 2
一 般 経 済 史 Ｂ 2
経 済 政 策 論 Ａ 2
経 済 政 策 論 Ｂ 2
社 会 政 策 論 Ａ 2
社 会 政 策 論 Ｂ 2
日 本 経 済 論 Ａ 2
日 本 経 済 論 Ｂ 2
国 際 経 済 学 Ａ 2
国 際 経 済 学 Ｂ 2
金 融 論 Ａ 2
金 融 論 Ｂ 2
財 政 学 Ａ 2
財 政 学 Ｂ 2

発

展

科

目

第

一

類

ミ ク ロ 経 済 学 Ⅲ 2
マ ク ロ 経 済 学 Ⅲ 2
計 量 経 済 学 Ａ 2
計 量 経 済 学 Ｂ 2
社 会 思 想 史 2
日 本 経 済 史 Ａ 2
日 本 経 済 史 Ｂ 2
西 洋 経 済 史 Ａ 2
西 洋 経 済 史 Ｂ 2
労 働 経 済 学 Ａ 2
労 働 経 済 学 Ｂ 2
環 境 経 済 学 Ａ 2
環 境 経 済 学 Ｂ 2
環 境 政 策 論 2
都 市 経 済 学 Ａ 2
都 市 経 済 学 Ｂ 2
公 共 経 済 学 Ａ 2
公 共 経 済 学 Ｂ 2
農 業 経 済 学 Ａ 2
農 業 経 済 学 Ｂ 2
農 業 政 策 論 2
現 代 産 業 論 Ａ 2
現 代 産 業 論 Ｂ 2
企 業 経 済 学 2
社 会 保 障 論 2
産 業 組 織 論 2
地 域 経 済 論 2
中 小 企 業 論 2
国 際 貿 易 論 Ａ 2
国 際 貿 易 論 Ｂ 2
国 際 金 融 論 Ａ 2
国 際 金 融 論 Ｂ 2
開 発 経 済 学 Ａ 2
開 発 経 済 学 Ｂ 2
ア ジ ア 経 済 論 2
欧 米 経 済 論 2
多 国 籍 企 業 論 2
金 融 シ ス テ ム 論 2
金 融 政 策 論 2
フ ァ イ ナ ン ス 論 2
地 方 財 政 論 Ａ 2
地 方 財 政 論 Ｂ 2
会 計 学 Ａ 2
会 計 学 Ｂ 2
租 税 制 度 論 Ａ 2
租 税 制 度 論 Ｂ 2
経 済 情 報 論 Ａ 2
経 済 情 報 論 Ｂ 2
経 済 情 報 処 理 Ａ 2
経 済 情 報 処 理 Ｂ 2
国 際 法 Ａ 2
国 際 法 Ｂ 2

部門 分野 授業科目名
単位数

備考
必修 選択

専

門

教

育

科

目

発

展

科

目

第

ニ

類

財 務 会 計 論 Ⅰ 2
財 務 会 計 論 Ⅱ 2
国 際 会 計 論 Ⅰ 2
国 際 会 計 論 Ⅱ 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅰ 2
マ ー ケ テ ィ ン グ 論 Ⅱ 2
グローバル・マーケティング論 2
総 合 民 法 2
租 税 法 A（ 基 礎 ） 2
企 業 と 法 2
行 政 法 Ⅰ（ 総 論 ）A 2
行 政 法 Ⅰ（ 総 論 ）B 2
行 政 法 Ⅱ（ 各 論 ） 2

第

三

類

中 部 経 済 論 2
地 域 ビ ジ ネ ス 論 2
エ リ ア・ リ サ ー チ Ⅰ 2
エ リ ア・ リ サ ー チ Ⅱ 2
エ リ ア・ リ サ ー チ Ⅲ 2

第

四

類

専 門 演 習 Ⅰ 2
専 門 演 習 Ⅱ 4
専 門 演 習 Ⅲ 4
卒 業 論 文 4
専 門 講 読 Ⅰ（ 英 語 ） 2
専 門 講 読 Ⅱ（ 英 語 ） 2
専 門 講 読 Ⅲ（ 英 語 ） 2
経 済 学 特 講 Ⅰ 2
経 済 学 特 講 Ⅱ 2
経 済 学 特 講 Ⅲ 2
経 済 学 特 講 Ⅳ 2
経 済 学 特 講 Ⅴ 2
経 済 学 特 講 Ⅵ 2
経 済 学 特 講 Ⅶ 2
キ ャ リ ア 英 語 Ⅲ 2
キ ャ リ ア 英 語 Ⅳ 2
ビ ジ ネ ス 英 語 Ａ 2
ビ ジ ネ ス 英 語 Ｂ 2

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン Ⅰ 2
キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン Ⅱ 2
キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン Ⅲ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅰ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅱ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅲ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅳ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅴ 2
産 官 民 提 携 講 座 Ⅵ 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

自
由
選
択
科
目

キ ャ リ ア・ デ ザ イ ン 2
サービスラーニング実 習Ⅰ 1
サービスラーニング実 習Ⅱ 1
サービスラーニング実 習Ⅲ 1
サービスラーニング実習Ⅳ 1
課 題 解 決 型 演 習 Ⅱ 2
課 題 解 決 型 演 習 Ⅲ 2
課 題 解 決 型 演 習 Ⅳ 2
長 期 イン タ ー ン シ ッ プ 4
地 域 連 携 学 B 2
地 域 連 携 学 C 2
地 域 連 携 学 D 2

卒業要件

教養教育科目 36 単位以上、専門教育科目 76 単位以上、キャリア教育科目 2 単位
以上を含め、128 単位以上とする。

（注１）外国人留学生・帰国学生については、別に定める。
（注２）自由選択科目は、卒業要件に含むことはできない。
※「韓国語会話Ⅲ・Ⅳ」は、2024 年度以前の入学者についても適用する。
※「スペイン語Ⅲ・Ⅳ（読解）」、「スペイン語Ⅲ・Ⅳ（表現）」、「スペイン語Ⅲ・Ⅳ（総合）」、

「スペイン語会話Ⅰ・Ⅱ」は、2024 年度以前の入学者についても適用する。

20単位修得

76
単
位
以
上
修
得

16単位以上修得

76
単
位
以
上
修
得

必修を含め
14単位以上修得

2単位以上修得

(注２）
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別表 17
文学部 ( 宗教文化学科・歴史学科・英語英米文化学科・日本文化学科 )・商学部・経営学部・経済学部・法学部・心理学部共通

〔外国人留学生・帰国学生〕

部門 分野 授業科目名
単位数

備考
必修 選択

教
養
教
育
科
目

外
国
語
科
目

日 本 語 Ⅰ ａ １ 　

６単位修得

日 本 語 Ⅱ ａ １ 　
日 本 語 Ⅰ ｂ １ 　
日 本 語 Ⅱ ｂ １ 　
日 本 語 Ⅰ ｃ １ 　
日 本 語 Ⅱ ｃ １ 　
日 本 語 Ⅰ ｄ 　 １

４単位修得
（ただし、英語Ⅰａ～Ⅱｃのうち４単位を振り替
えることができる。）

日 本 語 Ⅱ ｄ 　 １
日 本 語 Ⅰ ｅ 　 １
日 本 語 Ⅱ ｅ 　 １

外国人留学生・帰国学生については、別表１～５及び８に定める英語Ⅰａ～Ⅱｃの６単位及びドイツ語Ⅰ～Ⅱ、中国語Ⅰ
～Ⅱ、韓国語Ⅰ～Ⅱ、スペイン語Ⅰ～Ⅱ、外国語科目の文化事情、のいずれか４単位に代えて、日本語Ⅰａ～Ⅱｅの 10
単位を履修することができる。経済学部は、開講されていない英語Ⅰｃ・Ⅱｃの 2 単位分を、教養基幹科目の卒業要
件単位として振り分ける。
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Ⅰ.

大
学
で
学
ぶ
た
め
に

Ⅱ.

履
修
関
連
事
項

Ⅲ..

授
業
・
試
験
・
成
績

Ⅳ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

Ⅴ.

諸
資
格
の
取
得

Ⅵ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

Ⅶ.

諸
規
則

第3年次への進級に関する内規

１　この内規は、文学部・商学部・経済学部・法学部・総合政策学部・健康科学部及び心理学部における学生の学科目履修指

導を目的とする。なお、歯学部、薬学部及び経営学部に関する内規については、別に定める。

２　前項の目的を達成するため、学年が２年次から３年次へ進級する場合、その修得単位数に一定の条件を課する。

３　２年次修了時に、卒業要件単位のうち修得単位数48単位以上修得した者は、３年次進級とする。

４　この内規の改廃は代表教授会の決議による。

５　この内規に関する事務は教務部教務課が取り扱う。

附則

この内規は、平成6年4月1日より施行する。（平成6年度入学生から適用する）

この内規は、平成11年4月1日より施行する。（平成10年度入学生から適用する）

この内規は、平成15年4月1日より施行する。（平成15年度入学生から適用する）

この内規は、平成18年4月1日より施行する。

（平成18年度入学生から適用する。ただし、薬学部については平成17年度入学生から適用する）

この内規は、平成25年4月1日より施行する。（平成25年度入学生から適用する）

この内規は、令和4年4月1日より施行する。（令和4年度入学生から適用する）

この内規は、令和5年4月1日より施行する。（令和5年度入学生から適用する）
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Ⅰ.

大
学
で
学
ぶ
た
め
に

Ⅱ.

履
修
関
連
事
項

Ⅲ.

授
業
・
試
験
・
成
績

Ⅳ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

Ⅴ.

諸
資
格
の
取
得

Ⅵ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

Ⅶ.

諸
規
則

卒業論文取扱い規程

第1条　卒業論文は、愛知学院大学学則第7条第1項( ５)に従い、所定の期間の指導を受けて提出された成果で評価する。

第2条　卒業論文の提出は、所定の指導期間後に設定された期日刻限までに行われなければならない。ただし、期日刻限

に提出を行わなかった者のうち、開講学部が指定する条件を満した場合は、次の学期の別途期日刻限までに提出

することができる。

第3条　この規程の改廃は代表教授会の議を経て、学長が決する。

第4条　この規程に関する事務は教務部教務課が取り扱う。

附則

この規程は、平成27年12月1日から施行する。
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Ⅰ.

大
学
で
学
ぶ
た
め
に

Ⅱ.

履
修
関
連
事
項

Ⅲ..

授
業
・
試
験
・
成
績

Ⅳ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

Ⅴ.

諸
資
格
の
取
得

Ⅵ.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

Ⅶ.

諸
規
則

単位互換履修（特別聴講）実施要領

（目的） 

1.　この要領は、愛知学院大学（以下「本学」という。）と他大学との間で締結された「単位互換に関する包括協定」に基づき、

本学に在籍する学生が単位互換履修（特別聴講）－以下「本履修」という。－を行うために必要な事項を定める。 

（履修可能な単位数） 

2.　本履修によって履修できる単位数、及び、本履修によって修得した単位を本学における授業科目の履修により修得

したものとみなされる単位数は、いずれも本学学則第８条の２第１項に定める60単位を超えないものとする。

（卒業要件単位認定の可否） 

3.　本履修により受講する科目の卒業要件への算入は、在籍学部学科の定めるところによる。

 

（出願手続）

4.　本履修を希望する学生は、所定の出願票を所定の期日までに本学へ提出し、希望科目開講大学による選考を受けな

ければならない。

（履修制限単位数）

5.　本履修が認められた科目の単位数は、本学における制限単位に算入する。

（不許可科目の処置）

6.　出願した本履修が認められなかったときは、所定の期日までに本学において履修登録科目の変更を行うことができる。

（事務処理）

7.　この要領の事務処理は、教務課が行う。

（施行）

8.　この要領は、平成14年4月1日から施行する。

　 この要領は、平成20年4月1日から施行する。

　この要領は、平成29年4月1日から施行する。
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